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（ 午前９時００分 開会 ） 

○坂口委員長 おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまから、本日の会議を開きます。 

昨日に引き続き、審査を行ってまいりたいと思います。 

 安藤国保医療課長。 

○安藤国保医療課長 昨日、国民健康保険の保険給付費、そして、国民健康保険金事業費

納付金のご質問いただいておりました。それにつきまして、ご答弁させていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。予算書の６ページでございます。歳出の二つ

目の保険給付費、予算現額が昨年度と比較して１，７４８万円減となっております。こ

の内訳ですけれども、保険給付費には療養諸費等々、高額療養費等ございまして、予算

書の１５ページをご覧いただきたいと思います。第２款保険給付費ですけれども、第１

項療養諸費、この療養諸費で合計３１５万円の減とまずなっております。そして１６ペ

ージでございます。第２項の高額療養費につきましては１，２２８万円の減となってお

ります。そしてあと、１７ページの第４項の出産育児諸費で２１０万１千円の減という

ふうになっております。療養諸費につきましては、本町の過去の医療給付の実績等々を

みる中で、さきほど申しました療養諸費３１５万円０．１６％とわずかですが減少を見

込んでいますが、高額療養費につきましては、その対象となる治療の内容であるとか、

世帯の所得状況等々によってですね、支給額が増減が生じるものであります。そういう

なかで１，２２８万４．４％の減となっていると。出産育児諸費につきましても、過去

の支給実績をみる中で、令和４年度は減を見込んだということでございますので、本町

におきましてこうした個々の給付を見ながら積み上げたものが保険給付費が前年度より

１，７４８万円減額となったものでございます。 一方、国民健康保険事業費納付金で

すが、予算書６ページですけれども、前年度と比較して１，８１８万円１千円増えてい

るとなっております。この納付金の積算につきましては、奈良県におきまして国から示

されました算定方法に基づいて県が積算しているのもでございます。このように計算の

基礎となる数値が根本的に異なっておりますので、保険給付費の増減と、この納付金の

増減が一致しないことがあるということでご理解いただきたいと思います。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 計算根拠がまた違うんでということですけれども、ぱっと見ると、よその給

付金の分まで斑鳩町が負担しているように見えないかというふうに思いますけれども、

そういう計算になるということなんですね。それ自体納得できるものではないんですけ
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れども、県の制度なので、県のほうでその辺しっかりしてもらうように町のほうから言

うといてください。お願いします。 

○坂口委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 それでは、議案第１１号 令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算に

ついての審査を行います。理事者の説明を求めます。 

 加藤住民生活部長。 

○加藤住民生活部長 おはようございます。それでは、議案第１１号 令和４年度 斑鳩

町介護保険事業特別会計予算につきまして、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読させていただきます。 

議案第１１号 

令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について 

標記について、地方自治法第２１１条第１項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の議決を求めます。 

令和４年３月１日 提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

それでは、特別会計予算書の３１ページをお開きいただきたいと思います。 

予算総則を朗読させていただきます。 

令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算 

令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，６９１，８０ 

０千円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０，０ 

００千円とする。 

２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区

分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費 

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）保険事業勘定で介護給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 
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（２）保険事業勘定で各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不

足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

令和４年３月１日  提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

それでは、予算に関する説明書によりまして、予算の内容をご説明を申しあげます。

予算書の３９ページをお開きいただきたいと思います。 

はじめに、歳入予算につきまして、ご説明を申しあげます。 

第１款 保険料でございます。第１項 介護保険料では、第１目 第１号被保険者保

険料で、新年度は５億１，６４０万５千円を計上しております。前年度と比較をいたし

まして３５７万９千円、０．７％の増となっております。６５歳以上の第１号被保険者

に係る保険料となっており、現年度保険料につきましては、特別徴収分を９３．２％、

普通徴収分を６．８％として計上しております。次に、第２款 使用料及び手数料でご

ざいます。第１項 手数料では、第１目 督促手数料で３万円を計上しております。 

次に、第３款 国庫支出金でございます。第１項 国庫負担金では、第１目 介護給

付費負担金で、新年度は４億４，１３６万８千円を計上しております。前年度と比較を

いたしまして６９３万２千円、１．６％の増となっております。次に、４０ページをお

願いします。第２項 国庫補助金では、新年度は１億５，２９９万８千円を計上してお

ります。前年度と比較をいたしまして４０８万３千円、２．７％の増となっております。

その内訳は、第１目 調整交付金で１億３６０万２千円、第２目 総合事業調整交付金

で３５４万７千円、第３目 地域支援事業交付金の包括的支援事業・任意事業分で２，

３４６万１千円、第４目 地域支援事業交付金の総合事業分で１，６８８万８千円、第

５目 保険者機能強化推進交付金で３００万円、第６目 介護保険保険者努力支援交付

金で２５０万円を計上しております。４１ページにお移りをいただきまして、第４款 

支払基金交付金でございます。第１項 支払基金交付金で、新年度は６億８，８８１万

１千円を計上しております。前年度と比較をいたしまして１，９７１万１千円、２．９ 

％の増となっております。４０歳から６４歳までの第２号被保険者の保険料に相当する

もので、その内訳は、第１目 介護給付費交付金で６億６，６０１万３千円、第２目 

地域支援事業交付金で２，２７９万８千円を計上しております。 

次に、第５款 県支出金であります。第１項 県負担金では、第１目 介護給付費負

担金で、新年度は３億６，０３１万５千円を計上しております。前年度と比較をいたし

まして１，４６６万５千円、４．２％の増となっております。４２ページをお願いをい
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たします。第２項 県補助金では、新年度は２，２２８万５千円を計上しております。

前年度と比較をいたしまして１０８万５千円、５．１％の増となっております。その内

訳は、第１目 地域支援事業交付金の包括的支援事業・任意事業分で１，１７３万円、

第２目 地域支援事業交付金の総合事業分で１，０５５万５千円を計上しております。 

次に、第６款 財産収入でございます。第１項 財産運用収入では、第１目 利子及

び配当金で、新年度は１５万１千円を計上しております。前年度と比較をいたしまして

１２万９千円の減となっております。次に、４３ページをお願いいたします。第７款 

寄附金でございます。第１項 寄附金で、前年度と同額の１千円を計上しております。 

次に、４３ページから４４ページの第８款 繰入金でございます。第１項 一般会計

繰入金では、新年度は４億２，７４３万１千円を計上しております。前年度と比較をい

たしまして１，０４６万９千円、２．５％の増となっております。その内訳は、第１目 

介護給付費繰入金で３億８３４万円、第２目 地域支援事業費繰入金の包括的支援事

業・任意事業分で１，２０６万円、第３目 地域支援事業費繰入金の総合事業分１，２

８７万１千円。４４ページにお移りをいただきまして、第４目 地域支援事業費繰入金

の高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業で８８６万８千円、第５目 その他

一般会計繰入金で５，７９０万２千円、第６目 低所得者保険料軽減繰入金で２，７３

９万円を計上しております。また、第２項 基金繰入金では、第１目 介護保険給付費

準備基金繰入金で、前年度と同額の８千万円を計上しております。 

次に、４５ページにお移りいただきまして、第９款 繰越金でございます。第１項 

繰越金で、前年度と同額の１００万円を計上しております。令和３年度に還付、償還で

きない保険料について新年度に繰り越すものでございます。 

次に、第１０款 諸収入であります。第１項 延滞金加算金及び割引料では、前年度

と同額の１万２千円を計上しております。その内訳は、第１目 過料で１千円、第２目 

第１号被保険者延滞金で１万円、第３目 第１号被保険者加算金で１千円を計上してお

ります。第２項 雑入では９９万３千円を計上しております。その内訳は、第１目 滞

納処分費、第２目 弁償金、第３目 違約金及び延納利息、第４目 第三者納付金、第

５目 返納金でそれぞれ１千円、第６目 納付金で２万６千円。４６ページにお移りい

ただきまして、第７目 雑入で９６万２千円を計上しております。 

次に、４７ページに移りまして、歳出予算でございます。 

はじめに、第１款 総務費でございます。第１項 総務管理費では、第１目 一般管

理費で、新年度は３，３０２万３千円を計上しております。前年度と比較をいたしまし
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て５８５万６千円、１５．１％の減となっております。介護保険事業に携わる職員の人

件費、国民健康保険団体連合会への負担金などに係る費用等を計上しております。次に

４８ページの第２項 徴収費では、第１目 賦課徴収費で、新年度は１７５万円を計上

しております。前年度と比較しまして４万６千円、２．７％の増となっております。介

護保険料の決定通知や納付書等の送付などに要する費用等となっております。次に、本

ページから４９ページの第３項 介護認定審査会費では、第１目 介護認定審査会費で

新年度は２，２８６万円を計上しております。前年度と比較をいたしまして２６７万６

千円、１３．３％の増となっております。次に、第４項 趣旨普及費では、第１目 趣

旨普及費で、新年度は、１７万７千円を計上しております。次に、第５項 介護保険運

営協議会費では、第１目 介護保険運営協議会費で、新年度は７万円を計上しておりま

す。次に、５０ページの第６項 地域包括支援センター運営協議会費では、第１目 地

域包括支援センター運営協議会費で、新年度は７万円を計上しております。 

続きまして、第２款 介護給付費でございます。第１項 介護サービス等諸費では、

第１目 介護サービス等諸費で、新年度は２２億７，５２４万６千円を計上しておりま

す。前年度と比較をいたしまして４，９５９万６千円、２．２％の増となっております。

５１ページにお移りをいただきまして、第２項 介護予防サービス等諸費では、第１目 

介護予防サービス等諸費で、新年度は７，２７６万９千円を計上しております。前年度

と比較をいたしまして１，４４８万６千円、２４．９％の増となっております。次に、

第３項 その他諸費では、第１目 審査支払手数料で、新年度は３１７万５千円を計上

しております。前年度と比較をいたしまして２３万５千円、８．０％の増となっており

ます。次に、５２ページをお願いをいたします。第４項 高額サービス等費であります。

第１目 高額サービス諸費で、新年度は５，６０８万１千円を計上しております。前年

度と比較をいたしまして３８万８千円、０．７％の減となっております。医療保険制度

と同様に、自己負担額が所得に応じた限度額を超えた場合に、その超過額について償還

払いにより給付するものでございます。次に、第５項 高額医療合算サービス等費では、

第１目 高額医療合算サービス諸費で、新年度は８７０万３千円を計上しております。

前年度と比較して４４万３千円、５．４％の増となっております。介護保険と医療保険

の両方の自己負担額を年間で合算した額が所得に応じた限度額を超えた場合に、その超

過額について償還払いにより給付するものでございます。次に、５２ページから５３ペ

ージの第６項 特定入所者介護サービス等費では、第１目 特定入所者介護サービス等

費で、新年度は５，０７３万９千円を計上しております。前年度と比較をいたしまして
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２０７万８千円、４．３％の増となっております。施設に入所等されている低所得者の

方の居住費と食費について、一定額を超えた費用につきまして補足給付するものでござ

います。次に、第７項 特別給付費では、第１目 特別給付費で、新年度は１１１万２

千円を計上しております。要支援・要介護者に対して、町独自で定める保険給付として

実施するものでございます。 

次に、第３款 基金積立金でございます。第１項 基金積立金では、第１目 介護保

険給付費準備基金積立金で、新年度は１５万１千円を計上しております。介護保険給付

費準備基金から生じる利子積立てとなっております。 

次に、５４ページをお願いします。第４款 地域支援事業費でございます。第１項 

介護予防・生活支援サービス事業費でございます。第１目 介護予防・生活支援サービ

ス事業費で６，０６６万１千円、第２目 介護予防ケアマネジメント費で１，３２７万

１千円を計上しております。項全体としまして、前年度と比較をいたしまして１，０３

０万２千円の増となっております。次に、５５ページから５６ページの、第２項 一般

介護予防事業費では、第１目 一般介護予防事業費で、新年度は２，２３６万６千円を

計上しております。前年度と比較をいたしまして１２０万６千円の減となっております。  

次に、５６ページから６０ページの第３項 包括的支援事業・任意事業費であります。

第１目 包括的支援事業費で、新年度は１，９２１万５千円を計上しております。前年

度と比較をいたしまして２５２万１千円の減となっております。包括支援センター職員

の人件費などに係る費用を計上しております。次に、５７ページから５８ページの第２

目 任意事業費では、新年度は１，２１４万１千円を計上しております。前年度と比較

をいたしまして１０４万８千円の増となっております。配食サービス事業や緊急通報シ

ステム設置事業、介護給付費等費用の適正化事業、家族介護用品支給事業などに係る費

用を計上しております。次に、５８ページでございます。第３目 在宅医療・介護連携

推進事業費では、新年度は２８万５千円を計上しております。前年度と比較をいたしま

して４万７千円の増となっております。在宅医療と介護の連携に関する研修会、生駒郡

地域ケア会議の開催等に係る費用を計上しております。次に、第４目 認知症総合支援

事業費では、新年度は３２５万１千円を計上しております。前年度と比較をいたしまし

て１７万３千円の増となっております。次に、５９ページでございます。第５目 介護

予防ケアマネジメント事業費では、地域包括支援センターにおいて、予防事業のための

介護予防プランを作成する職員の人件費といたしまして、新年度は４２５万５千円を計

上しております。前年度と比較をいたしまして、３０万円の増となっております。 
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次に、第６目 総合相談事業費では、高齢者の総合的な相談事業に係る費用といたし

まして、新年度は１万４千円を計上しております。次に、第７目 権利擁護事業費では

地域包括支援センターにおいて権利擁護に関する業務を主に行う職員の人件費などとし

て、新年度は４８７万９千円を計上しております。前年度と比較をいたしまして５６万

７千円の増となっております。次に、第８目 包括的・継続的ケアマネジメント支援事

業費では、地域包括支援センターにおいて、地域や関係機関との連携や個々の介護支援

専門員に対する支援等を行う職員の人件費などとして、新年度は１，０３９万６千円を

計上しております。前年度と比較しまして１７４万８千円の増となっております。 

次に６０ページをお願いをいたします。第９目 生活支援体制整備事業費では、生活

支援コーディネーターの配置業務等に係る費用しまして、新年度は、昨年度と同額の６

８４万円を計上しております。事業委託にあたり、前年度に引き続きその成果に応じ支

払額を決定することとし、最大の支払額を来年度の予算額としております。次に、第４

項 その他諸費でございます。第１目 審査支払手数料で、新年度は２９万８千円を計

上しております。前年度と比較をいたしまして３千円の増となっております。 

次に、６１ページをお願いします。第５款 諸支出金です。第１項 償還金及び還付

加算金で、新年度は、第１目 第１号被保険者保険料還付金で１００万円、第２目 償

還金、第３目 第１号被保険者還付加算金で、それぞれ千円を計上しております。 

最後に、第６款 予備費では、７００万円を計上しております。 

以上が、保険事業勘定のご説明となります。 

続きまして、介護サービス事業勘定でございます。７５ページをお開きいただきたい

と思います。はじめに、歳入予算について、説明申しあげます。 

第１款 サービス収入でございます。第１項 予防給付費収入では、第１目 介護予

防サービス計画費収入で、新年度は９５９万円を計上しております。前年度と比較をい

たしまして２１９万９千円の増となっております。地域包括支援センターで作成する、

介護予防サービス計画に対する収入となっております。次に、第２款 繰越金では、第

１項 繰越金で、新年度は４０万円を計上しております。次に、第３款 諸収入でござ

います。第１項 雑入では、新年度は、第１目 納付金で雇用保険料納付金として８千

円、第２目 雑入でコピー代等２千円を計上しております。７６ページをお願いをいた

します。歳出予算についてご説明を申しあげます。第１款 総務費でございます。第１

項 総務管理費では、第１目 一般管理費で、新年度は、介護予防サービス計画を作成

するための事務費といたしまして７万９千円を計上しております。 
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次に、第２款 サービス事業費でございます。第１項 居宅サービス事業費では、第

１目居宅介護予防サービス事業費で、新年度は９８２万１千円を計上しております。前

年度と比較をいたしまして１７５万２千円の増となっております。会計年度任用職員の

報酬及び介護予防サービス計画策定業務の委託料などに係る費用を計上しております。 

７７ページをお願いをいたします。最後に、第３款 予備費でございます。第１項 

予備費で、新年度は１０万円を計上しております。 

以上で、議案第１１号 令和４年度 斑鳩町介護保険事業特別会計予算についての説

明とさせていただきます。よろしくご審議を賜りまして、原案どおり可決賜りますよう、

よろしくお願いを申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、介護保険事業特別会計予算について、質疑をお

受けいたします。 

  木澤委員。 

○木澤委員 予算書の５４ページ、介護予防生活支援サービス事業費、これ前年度に比べ

て増の割合が結構大きいんですけれども、これはどういった理由によるものでしょうか。 

○坂口委員長 中原福祉課長。 

○中原福祉課長 総合事業につきまして、令和３年度から令和４年度の予算、かなり金額

的に増えております。これの理由につきましては、昨年度より保険事業と介護予防の一

体的事業の実施でありますとか、様々な予防事業の中で軽度の方の発掘といいますか、

早い目にサービスを提供することによって、今後介護状態にならないように、そういっ

た取り組みも合わせて、要支援者の数と、実際に要支援とか総合事業のサービス件数、

計画を立ててる件数を伸ばしております。その加減で、やはりこの総合事業の実績も伸

びてきておりまして、その実績に基づいて推計をいたしまして、この予算となっている

ところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 次に、５９ページもそうですけれども、人件費の計上の仕方で１．７５人と

か０．５人とかいう計上になってるんですけれど、これはどういったことでしょうか。 

○坂口委員長 中原福祉課長。 

○中原福祉課長 ５９ページのところを見てみますと、１．７５人のところが包括的・継

続的ケアマネジメント事業費です。一番上の介護予防ケアマネジメントが０．５人とか、

それぞれの予算科目において職員のこの割当てといいますか、それを変えております。

包括支援センターの職員につきましては、保健師、社会福祉士、介護支援専門員、主任
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ケアマネと、いろんな資格を持った者がひとつの業務だけではなくて介護予防ケアマネ

ジメントにも関わってる、権利擁護にも関わってる、包括的・継続的ケアマネジメント

にも関わってるということで、それぞれ補助金の関係もありまして、割当てをしており

ます。その加減で０．２５単位でありますとか０．５単位で職員を割り当てております

のでこういった形になっているところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。あと、決算の時にも指摘をさせてもらってたんですけれども、

この間、毎年毎年黒字の額が大きいという点がありまして、まだ決算出てないですけれ

ど、３年度の決算見通しがどんな感じになっているのか教えてもらえますか。 

○坂口委員長 中原福祉課長。 

○中原福祉課長 令和３年度の分といたしましては、まだ年度途中でございますので、最

終的な給付額とか歳入の状況も出ておりませんので、あくまでも現段階の見込み値とい

う形になってまいりますけれども、その辺で今の給付状況が平均的に続くとなると、や

はり計画なので若干低い状況になりまして、黒字分としましては、来年度基金に積み立

てる額としましては、大体４，５００万円ぐらいになる見込みではないかなというふう

に推計しているところでございます。 

○坂口委員長 ほか、よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、介護保険事業特別会計予算に対する質疑を終結いたします。 

続きまして、議案第１２号 令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

の審査を行います。 

理事者の説明を求めます。加藤住民生活部長。 

○加藤住民生活部長 それでは、議案第１２号 令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会

計予算について、ご説明を申しあげます。 

初めに、議案書を朗読させていただきます。 

議案第１２号 

令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について 

標記について、地方自治法第２１１条第１項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の議決を求めます。 

  令和４年３月１日 提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 
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次は、特別会計予算書の７９ページをお開きいただきたいと思います。 

予算総則を朗読させていただきます。 

令和４年度 斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算 

令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５５２，７００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

令和４年３月１日 提 出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

本特別会計の予算の概要でございますが、歳入歳出それぞれ５億５，２７０万円とな

っております。前年度と比較をいたしまして６，７７０万円、１４．０％の増となって

おります。広域連合におきまして、保険料率の改定が行われること及び被保険者数の増

等が本町特別会計予算の増加の主な要因となっております。 

それでは、予算に関する説明によりまして予算内容を説明申しあげます。 

予算書の８５ページをお願いします。歳入予算につきましてご説明を申しあげます。 

初めに、第１款 後期高齢者医療保険料、第１項 後期高齢者医療保険料でございま

す。新年度は４億４，６４４万８千円を計上しております。前年度と比較をいたしまし

て５，５５７万６千円、１４．２％の増となっております。その内訳は、第１目 特別

徴収保険料で２億５，０２０万１千円、第２目 普通徴収保険料で１億９，６２４万７

千円となっております。後期高齢者医療保険料の総額は、広域連合の見積もりによる額

でございまして、おおむね２年ごとに財政の均衡が保たれるよう設定されております。

なお、保険料の改定及び被保険者数の増等に伴い増額となっておるものでございます。 

次に、第２款 使用料及び手数料でございます。第１項 手数料で第１目 督促手数

料で、保険料の督促事務に係る手数料といたしまして、新年度は前年度と同額の２万８

千円を計上しております。 

次に、第３款 寄附金でございます。第１項 寄附金 第１目、寄附金で、寄附金が

あった場合の受け入れといたしまして、前年度と同額の１千円を計上しております。 

次に、８６ページでございます。第４款 繰入金でございます。第１項 他会計繰入

金 第１目 一般会計繰入金で、新年度は１億３５７万３千円を計上しております。前

年度と比較をいたしまして１，０５４万４千円、１１．３％の増となっております。一
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般会計からの繰入金として、保険料の徴収や被保険者証の交付など、町が取り扱う事務

費繰入金４７６万５千円、また、広域連合の運営に係る事務費負担金、低所得者の保険

料軽減に伴う保険基盤安定負担金などの後期高齢者医療広域連合納付金繰入金９，８８

０万８千円を計上しております。次に、第５款 繰越金でございます。第１項 繰越金 

第１目 繰越金で、前年度と同額の１千円を計上しております。 

次に、第６款 諸収入であります。第１項 延滞金 加算金及び過料では、新年度は

前年度と同額の１万７千円を計上しております。その内訳は、第１目 延滞金で１万６

千円、第２目 過料で１千円となっております。次に、８７ページ、第２項 償還金及

び還付加算金では、転居や死亡などにより、前年度までに納付された保険料に還付等が

生じた場合、その相当額を広域連合から受け入れるもので、前年度と同額の１０５万円

を計上しております。その内訳は、第１目 保険料還付金で１００万円、第２目 還付

加算金で５万円となっております。次に、第３項 雑入では１５８万２千円を計上して

おります。その内訳は、第１目 滞納処分費で１千円、第２目 雑入で１５８万１千円

となっております。自己負担の２割負担導入に伴い、保険証を郵送する費用を広域連合

から受け入れることから増額となっております。 

続きまして、歳出予算についてご説明を申しあげます。８８ページをお願いします。 

第１款、総務費、第１項、総務管理費、第１目、一般管理費では、新年度は４１０万

円を計上しております。前年度と比較をいたしまして２２９万３千円の増となっており

ます。被保険者証の郵送などの資格管理に係る事務費用でございます。なお、自己負担

の２割負担導入に伴う保険証郵送のほか、システム改修を行うことから増額となってお

ります。次に、第２項、徴収費、第１目、徴収費では、新年度は前年度とほぼ同額の１

９７万８千円を計上しております。この費目では、後期高齢者医療保険料の徴収管理に

係る電算費用や納付書の作成費、郵送料などでございます。 

次に、８９ページの第２款、後期高齢者医療広域連合納付金です。第１項、後期高齢

者医療広域連合納付金、第１目、後期高齢者医療広域連合納付金で、新年度は５億４，

５２７万２千円を計上しております。前年度と比較しまして６，５４０万８千円、１３．

６％の増となっております。一般会計から繰り入れた広域連合の運営に係る事務費負担

金１，７５９万６千円、被保険者から納付される保険料相当額４億４，６４６万４千円、

保険基盤安定負担金８，１２１万２千円を広域連合に納付するものとなっております。 

次に、第３款、諸支出金であります。第１項、償還金及び還付加算金、第１目、保険

料還付金及び還付加算金で、前年度と同額の１０５万円を計上しております。 
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最後に、第４款 予備費でございます。前年度と同額の３０万円を計上しております。 

以上で、議案第１２号 令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算の説明とさせ

ていただきます。よろしくご審議を賜りまして、原案どおり可決賜りますようよろしく

お願い申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、後期高齢者医療特別会計予算について、質疑を

お受けいたします。 

木澤委員。 

○木澤委員 今回、保険料率の改定になるということですけれども、その改定の内容を教

えてもらえますか。 

○坂口委員長 安藤国保医療課長。 

○安藤国保医療課長 令和４年度におきまして、奈良県の後期高齢者広域連合保険料の改

定が行われることとなっております。広域連合におきましては、この保険料改定の理由

といたしまして、２年ごとに改定が行われるということになっておりまして、１人当た

りの医療給付費が増加しているということ、そして後期高齢者の負担率がございます。

これは国が決定するもので、医療費のうち保険料で賄うべき割合を７５歳以上の人口と

７５歳未満の人口、割合に応じて決定するものですけれども、その後期高齢者負担率が

上昇したということが要因となっておりまして、税率改定が行われるものでございます。 

  税率につきましては、均等割額が５万５００円、そして所得割率が９．９３％になり

ます。ちなみに現行の保険料率ですが、均等割額が４万８，１００円、そして所得割率

が９．４１％というふうになっているところでございます。以上でございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 要は値上げが行われるということですけれども、この間の広域連合の決算見

せていただきますと、令和元年度で２５億円程度で、令和２年度で９８億円程度黒字が

出てるという状況で、それらについては基金に積まれているのかなというふうに思いま

すけれど、コロナもあって給付が下がって、そういうふうになったとは思うんですけれ

ど、ただそういう状況であれば、その基金取り崩して値上げをしないということもでき

たのかなと思いますけれど、その基金の状況というのはどうなっているんでしょうか。 

○坂口委員長 安藤国保医療課長。 

○安藤国保医療課長 令和２年度の決算の状況で申しあげますと、広域連合の基金残高は

約１４億５，８００万円となっております。そして、その剰余金ですけれども、そちら

は基金残高ということですけれども、令和２年度の差引きで９８億円、いわゆる剰余金
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がありますので、このうちいくらか、また基金に積み立てられると考えております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 結局、それで２年度決算終わって基金にはまだ積んでないということ、いく

らかというのはわからないですけど。それと、３年度の決算見通しというんですか、そ

れも現時点で構いませんので、分かる範囲で教えてほしいんです。 

○坂口委員長 安藤国保医療課長。 

○安藤国保医療課長 申し訳ございません。令和２年度の決算で約１４億５，８００万円

の基金残高というふうに確認をしております。そして令和３年度ですけれども、現時点

におきましては、広域連合におきましては決算見込みというのを示しておられないんで

すけれども、その給付の状況見てみますと、１人当たりの医療費で、前回、令和２年度、

３年度、前回改定時から令和４年度、５年度という見込みにつきましては、１．４７％

伸びるというふうに広域連合では見込んでいます。ですので、一定、医療給付というの

は令和２年度で下がりましたけれども、回復しつつある。なおかつ１人当たり医療費に

ついて言えば１．４７％、前回改定時より伸びるというふうに見込んでおりますので、

あくまでもこちらの見込みとしましては、令和元年度並みの決算になるのではないかな

というふうに考えております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ということは、また、要は黒字になるよと、大きく赤字になるような見通し

ではないということですね。そうすると、その令和２年度の決算の時点では、黒字にな

ってる分があるはずですよね。その時点での基金は１４億円ですけれども、その決算で

出た黒字があるんで、要はそれを使えば、今回値上げをしなくてもいけるんじゃないか

なというふうに思うんですけれど、それは別に、町がする、しないと決めるもんじゃな

いですけれど、やっぱりそういう状況の中で、特に今回、７５歳以上の方の窓口負担が

１割から２割になってしまうという状況のもとで、何で値上げをするのかなというのは、

ちょっと私としては理解できないですね。これを町に言ってもしょうがないですけれど

も。また、広域連合のほうでそういう声を上げていただきたいなというふうに思います

し、その今回、税率改定の議論が広域連合議会でなされたときに、この辺の議論という

のがあったのか、なかったのか、そのへんってわかりますかね。 

○坂口委員長 安藤国保医療課長。 

○安藤国保医療課長 広域連合のほう、そのいわゆるそういう基金の活用も含めて、状況

を確認しましたら、一定、その本来必要な給付に対して応分の負担をしていただくとい
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うのが、まず原則であるということですけれども、基金を約３２億円、剰余金これ活用

されてます。これは保険料抑制に剰余金を投入されてるわけですけれども、さらに多く

の剰余金を活用しますと、一時的には保険料負担というのは下がりますけれども、例え

ば次の改定以降の時、その時の負担が急激に増えるということも考えられるという中で、

そういったことも将来的な保険料負担を考慮した中で、今回、剰余金を３２億円投入さ

れたと。前回改定時から２倍投入されたというふうに聞いております。ですので、一定

そういう医療費が増えてると、一方で、高齢者医療制度には若い人たちから支援金も入

ってるという中で、総合的にトータルでやはり一定の負担もいただく必要があるだろう

という中で、今回改定が行われたというふうに、そういうことを確認しております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今まで以上に基金を取り崩して抑制に努めたということですけれども、介護

保険と同じですので、その時に集めた保険料というのは、やっぱりその方たちに使うべ

きだというふうに思うんですよね。それが期が変わってしまって、取り過ぎたからその

分使って引き下げをするなりということもできるんでしょうけれども、それを将来に持

っていこうというのは、またちょっと考え方が違うのかなと、その時に集めた保険料で

すんで、当然現役世代の方からもいろいろ負担もありますけれども、だからそういう意

味では、きちっともっと活用するべきだったんじゃないかなというふうには思います。

ただ、ここであまりこの議論してもしょうがないですから、もうこの辺で置いておきま

すけれども、この税率改定について私は了承できないということを申しあげておきます。 

○坂口委員長 ほか、よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって後期高齢者医療特別会計予算に対する質疑を終結いたします。 

以上で、住民生活部所管に係る予算審査を終わります。 

  理事者入れ替えのため１０時１５分まで休憩いたします。 

（ 午前 ９時５５分 休憩 ） 

（ 午前１０時１５分 再開 ） 

○坂口委員長 再開いたします。 

それでは、都市建設部に係る予算審査を行います。 

初めに、第２款 総務費について、説明を求めます。 

  上田都市建設部長。 

○上田都市建設部長 それでは、第２款 総務費のうち、都市建設部が所管いたします予
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算につきまして、説明させていただきます。座って説明させていただきます。 

はじめに、第１項 総務管理費、第１目 一般管理費、予算書の４５ページから４６

ページでございます。令和３年度から３年間の新たなコミュニティバスの実証運行の２

年目として、コミュニティバス実証運行業務委託料及びコミュニティバス王寺駅乗入れ

負担金を計上し、引き続きコミュニティバスの実証運行を行ってまいります。 

続いて、企画費でございます。５０ページから５３ページでございます。聖徳太子ゆ

かりの地である斑鳩町への誇りと愛着を深めるため、官民連携によるライトアップイベ

ントとして、和のあかりと未来へのひかりを実施してまいります。事業協力謝金１０万

円及び工事請負費として会場仮設電気工事１０万９千円を計上いたしております。次に

文化芸術に親しめる環境づくりとして、斑鳩町文化振興財団への支援でございます。委

託料として、施設管理運営業務委託料１億１５１万６千円、工事請負費として音響機材

の更新費用１，５５０万円、また負担金補助及び交付金で、文化振興財団補助金１,６

１２万円を計上し、指定管理者制度により適切に運営管理等を行ってまいります。 

予算書の５３ページをお願いいたします。第８目 交通安全対策費でございます。新

年度は６８７万５千円、前年度と比較して５６万４千円、７．６％の減となっておりま

す。各交通安全施設の新設及び補修を実施してまいります。 

以上、第２款 総務費のうち、都市建設部の所管に係るものについての説明とさせて

いただきます。よろしくご審議賜りますようお願い申しあげます。以上です。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第２款 総務費について質疑をお受けします。 

齋藤委員。 

○齋藤委員 ４５ページの先ほどコミュニティバスの実証運行とありましたですけれども、

王寺駅乗り入れ終わりまして、ほぼ目途というか、もう実証やってますので、もう実証

運行になって、本格運行に移行とかそういうのはなく、まだ何か問題点というか、実証

運行にする理由というのは何かありますでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 今、委員おっしゃっていただきましたように、令和２年度から王寺

駅の乗り入れということで、新たな実証運行ということで見直しをさせていただきまし

た。これまでからコミュニティバスにつきましては、平成２８年１０月に２台、１乗車

１００円ということでスタートをいたしまして、令和元年度からは２台から１台、また

７０歳以上のご高齢者の方にしては無料、令和２年度から、今申しあげましたように王

寺駅乗り入れということで、随時見直し等しながら、より効率的な公共交通として実証
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のほう継続してきたところでございます。今回、王寺駅の乗り入れさせていただいた後

にですね、おっしゃっていただいておりますように、この利用状況等を見ながら、本格

運行への切替えというのも当然視野には入れておったところでございますけれども、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大もございましたので、いわゆるニーズであったりと

か効果であったりとか、そのあたりが適正に検証できないというようなところで、令和

３年度から３、４、５年度までの３年間ということで、新たな実証運行として継続をさ

せていただいたところでございます。引き続きまして検証もしながら、どういった形が

一番いいのかというような形で、本格運行に向けて実証運行のほう継続していきたいと

いうことで、現時点では思っておりますのでよろしくお願いをいたします。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ありがとうございます。５３ページの交通安全対策費につきまして、交通安

全施設整備工事５３０万円予算されておりますけれども、ガードレールだとかカーブミ

ラーだとか、特に曇らないカーブミラーの件とか、そういうのをぜひこれからも推進し

ていただきたいというふうに思いますので、その辺のところお願いします。 

○坂口委員長 暫時休憩します。 

（ 午前１０時１９分 休憩 ） 

（ 午前１０時２０分 再開 ） 

○坂口委員長 再開します。 

  手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 曇り止めのカーブミラーにつきましては、令和３年度、今年度です

けれども、龍田西のほうで２か所曇り止めのカーブミラーを設置しているところでござ

います。この曇り止めのカーブミラーにつきましては、当然費用が高くつきますので、

その設置につきましては、今後、安心安全課と協議しながら必要に応じて設置のほう検

討してまいりたいと考えております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ５１ページのいかるがホールの管理委託料ですけれども、これ金額が増えて

いるのはなんでなんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 指定管理料の関係で、委託料が３２５万１千円増額となっておりま

す。その理由としましては、まず新型コロナウイルス感染症の関係から、昨年度と比較

して１００万円使用料の減を見込まれているところです。その他、支出といたしまして、
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感染対策として消毒用のアルコールであったりとか、あるいはそういった関係のもので

６５万２千円消耗品のほうで増額となっております。また、来年度はサーマルカメラ、

ＡＩサーマルカメラということで購入を予定をされておりまして、５１万円の増額とな

っております。また、光熱水費としまして、電力調達のほうで今現在中部電力で電力の

調達をしておりますけれども、昨年度がその前の分で低く見積もっておったというよう

なところがございまして、昨年度ベースで対昨年度で７３万２千円ということで、増額

となっているところでございます。なお、ただいま申しあげました感染対策のアルコー

ル類等の消毒用アルコール類の消耗品、またＡＩサーマルカメラの分につきましては、

新型コロナウイルス感染症の臨時特別交付金、地方創生の特別交付金を充てるというこ

とで、特定財源として見込んでおりますのでよろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

  伴議長。 

○伴議長 ４５ページのコミュニティバスの件ですが、まず、現在の委託先、奈良交通や

と思うんですけれども、契約年数とかどないなってますねやろ。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 令和３年度から５年度までの３か年ということで契約をさせていた

だいております。 

○坂口委員長 伴議長。 

○伴議長 前、ちょっと長いときがあったんで、どないなってるんかなと、過去、３年で

契約してる、この場合、バスは今２種類の色のバスが走ってると思いますねんけれど、

もう１台前のバスも予備であるんですか。もし、その故障とかそういうの、毎日走って

るもんですから、そのあたりどないなってるのか、何か前のバスもあれなってるのか、

それとも２台だけなんか、ちょっと教えてください。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 今現在、１日１台で運行しておりまして、１台がスペアということ

で２台で運行をまわさせていただいておるというところでございます。 

○坂口委員長 伴議長。 

○伴議長 わかりました。ほなそれで支障がないように、もし故障したかて支障がないよ

うにしていただいてると。ということは、まあ言うたらバスですんで車検もある、その

辺の費用というのも、全部この委託料に全部入って、運転手さんの人件費、費用という

のは全部入っていると考えていいんですか。 



 - 19 - 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 今、議長おっしゃっていただいているとおり、全て含まれている状

態でございます。 

○坂口委員長 伴議長。 

○伴議長 最後に、結局、位置、バスがどこ走ってるかの位置をスマホでわかるようにと

いうようなこと、以前、委員会でちょっと聞いておったんですが、もうそれは確実に、

私、あまり得意のほうじゃないんですが、便利なようにそういうことを考えているとい

うように聞いてたんですが、そのあたりはもうちゃんとしていただいてるんですか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 今、位置情報システムの件でございます。こちらにつきましては、

令和２年度、昨年度に予算計上させていただいて既に導入をしております。今、利用の

状況しましては、交通渋滞等が発生したときには、当然バス停でお待ちになられてます

ので、町にもお問合せがあると、そういったときにも町の職員のほうが、その位置情報

システムで確認をして状況を利用者の方にお伝えをしたり、そういった形で有意義に使

わせていただいてるというような認識でおりますので、よろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 伴議長。 

○伴議長 私の周りでも、王寺に乗り入れしたことによって便利になったということで、

非常に喜んでおられる。特に外出支援にとって、すごく効果的な事業という形で捉えて

おられる方が非常に多いんで、そういった形で今後ともよろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 ほか、よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、第２款 総務費に対する質疑を終結いたします。 

次に、第５款 農林水産業費について、説明を求めます。 

  上田都市建設部長。 

○上田都市建設部長 それでは、第５款 農林水産業費につきまして、説明をさせていた

だきます。座らせていただきます。恐れ入りますが、１５ページをご覧ください。農林

水産業費全体では、新年度予算額は１億３，７３５万７千円を計上いたしております。

前年度と比較して２，９４９万６千円、２７．３％の増となっております。 

それでは、１００ページをお願いいたします。第１項 農業費、第１目 農業委員会

費でございます。新年度は８８１万８千円、前年度と比較して２８９万２千円、２４．

７％の減となっております。主に、農業委員１４名と農地利用最適化推進委員４名の報
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酬及び活動経費でございます。遊休農地の解消活動など最適化の推進活動に対する報酬

については、昨年度の実績に応じて計上いたしております。 

次に、第２目 農業総務費でございます。新年度は３,１９９万８千円、前年度と比

較して２０万９千円、０．６％の減となっております。主に職員の人件費でございます。 

続きまして、１０１ページをお願いいたします。第３目 農業振興費でございます。 

新年度は１８１万２千円、前年度と比較して１８万４千円、９．２％の減となっており

ます。主に各種の農業関係団体への補助金でございます。 

次に、第４目 土地改良事業費でございます。新年度は５，３９０万１千円、前年度

と比較して１，１２４万６千円、２６．４％の増となっております。県営事業で実施さ

れる桜池の耐震工事に伴う負担金の増、いかるが溜池の駐車場整備、ため池の劣化状況

調査を実施してまいります。 

続きまして、１０３ページをお願いいたします。第５目 生産調整推進対策費でござ

います。新年度は３４５万５千円、前年度と比較して１４２万７千円、７０．４％の増

となっております。食糧自給率の向上のため、麦、大豆、飼料米、米粉等の作物を生産

し出荷を行った農業者に対し、転作推進助成金の交付を行ってまいります。また、助成

金の電子申請対応に必要な水田台帳の整備を行ってまいります。 

次に、第６目 有害鳥獣駆除対策事業費です。新年度は９４万５千円、前年度と比較

して２５万３千円、２１．１％の減となっております。農作物に係るイノシシ等被害防

止対策事業として実施される電気柵等の設置に対して補助を行うとともに、斑鳩町猟友

会と連携し、イノシシ、カラス、ドバトなどの有害鳥獣の駆除に努めてまいります。 

続きまして１０４ページ、第７目 地域農政推進対策事業費でございます。新年度は

２，０９２万１千円、前年度と比較して１，７６０万１千円、５３０．２％の増となっ

ております。新規就農者確保事業補助金につきまして、新規就農者１名に対して新規就

農者確保事業補助金を交付いたします。また、持続的な農業経営のための生産の効率化

に取り組む中心経営体に対して農業用機械や農業施設などの導入を支援してまいります。 

次に、第８目 遊休農地解消総合対策事業費でございます。新年度は５２万３千円、

前年度と同額となっております。農業委員会において遊休農地の実態調査を実施し、遊

休農地所有者へ意向調査を行いながら、解消に向けた取り組みを行うとともに、斑鳩ブ

ランドに認定されました菜種油や黒米を引き続き実証展示圃で栽培いたします。また、

農作物の栽培サポーター、幼稚園、保育所の園児によるじゃがいもの掘り取り体験を実

施し、農業に関心を持っていただく機会づくりの提供に努めてまいります。 
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次に、第９目 環境保全活動等支援事業費でございます。新年度は７７７万６千円、

前年度と比較して７万４千円、０．９％の減となっております。国の直接支払交付金事

業として、地域ぐるみで農地や農業用施設などを守る共同活動に対して支援を実施して

おり、稲葉車瀬地区など５地区に対して支援してまいります。また、環境保全型農業を

実施いただいている稲葉車瀬地区の梨部会に対しても引き続き支援してまいります。 

  続きまして、１０５ページをお願いいたします。第２項 林業費、第１目 林業振興

費でございます。新年度は６６５万６千円、前年度と比較して２６８万８千円、６７．

７％の増となっております。森林整備事業を実施するための整備計画策定などに要する

委託料３５３万５千円を計上いたしております。また、市町村が行う森林整備に係る費

用の財源として、森林環境譲与税が創設され、町で森林環境基金を創設したことから、

その積立金として３１０万１千円を計上いたしております。 

次に第２目 地域で育む里山づくり事業費でございます。新年度は５５万２千円、前

年度と比較して１４万６千円、３６．０％の増となっております。昨年より活動してい

る２つのボランティア団体により、草刈りや不用木除去等に対する活動を支援し里山林

の景観と機能回復を図ってまいります。 

以上、第５款 農林水産業費についての説明とさせていただきます。 

よろしくご審査賜りますよう、お願い申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第５款 農林水産業費について質疑をお受けい

たします。 

 齋藤委員。 

○齋藤委員 １０４ページ、先ほどの説明では、新規就農者確保というのは、どこの項目

に入っているのか。令和３年度は３００万円計上してましたですけれども、令和４年度

はどこの項目で支出されるのか、教えてもらってよろしいでしょうか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 第７目の地域農政推進対策事業費の負担金補助及び交付金の中に、

農業次世代人材投資事業補助金というのが１５０万円計上しております。昨年度につき

ましては３００万円の予算計上しておりましたが、実際、今年度の実績といたしまして

も１５０万円の実績でしたので、来年度につきましても、同額の１５０万円予算要求し

ているところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ということは、１名を対象にということでしょうか。 
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○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 そのとおりでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 昨年度は、新規就農者確保事業補助金となっておったような気がするんです

けれども、今年度は、農業次世代人材投資事業補助金という、名前も変わったんですか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 この事業につきましては、国の補助事業でございまして、国の補助

事業の名前が変わりましたので、町の事業名も変わったというところでございます。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

  木澤委員。 

○木澤委員 １０２ページの１８節の町単独土地改良事業補助金、これ金額だいぶ増えて

るんですけれども、内容を教えてもらえますか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 まず、金額の増につきましては、令和３年度につきましては、町単

独土地改良事業補助金として、土地改良施設である農道、水路、ため池などの整備、補

修を管理者である水利組合団体が行う工事に対して、町が半分補助を行うというもので

ございます。こちらにつきましては、令和３年度、４か所の事業要望がございまして予

算計上しておりましたが、令和４年度につきましては、１１か所の事業実施の要望があ

りましたことから、大幅に金額のほうが増加しております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。その次に、１０３ページの有害鳥獣の捕獲謝金、去年１４万

円計上していただいてますけれども、今年というか、令和４年度で７千円に減ってます

けれど、これはどういうことなんでしょうか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 こちらの報償費につきましては、イノシシ捕獲の報償費でございま

す。イノシシ捕獲の報償費につきましては、国の補助金であります緊急捕獲支援事業で

実施しているところでございます。こちらの国の補助金は、町の予算を通らず直接有害

鳥獣協議会に入るというものでございます。そして、こちらの国の補助金は、イノシシ

１頭捕獲にあたり７千円が下りてくるというものでございまして、昨年度までは、捕獲

数が増加しているため、国の補助に対応できない部分を町予算で予算措置をしていたと

ころですが、国の補助の状況と捕獲の状況を見る中で、国の補助で十分対応できるとい
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うことで、町予算につきましては減になっているところでございます。 

○坂口委員長 奥村委員。 

○奥村委員 １０２ページ、いかるが溜池の駐車場整備工事ですけれども、やっといかる

が溜池のところに駐車場ができて、本当にありがたいかなと思っておりますけれども、

以前、この駐車場の大きさを課長が問われたときに、３００平方メートルとおっしゃっ

たと思ってるんですけれども、あのとき車何台ぐらい駐車できるかという質問があった

と思うんですけれども、正確には２０数台くらいということでよろしいんでしょうか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 以前、建水でお答えさせていただきましたのは、８００平米の駐車

場用地としてと答弁させていただいて、風致等の申請もある中で具体的な場所の台数が

確定しないというご答弁させていただいたところでございますが、今現在２０台から３

０台程度の駐車場用地を確保できるよう検討しているところでございます。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって第５款 農林水産業費に対する質疑を終結いたします。 

  次に、第６款 商工費について説明を求めます。 

上田都市建設部長。 

○上田都市建設部長 それでは、第６款 商工費のうち、都市建設部が所管いたします予

算につきまして、説明させていただきます。予算書の１０５ページをお願いいたします。

商工費全体では、新年度予算額は１億１，６３８万５千円を計上いたしております。前

年度と比較して２６７万９千円、２．４％の増となっております。 

はじめに、１０５ページから１０６ページ、第１項 商工費、第１目 商工総務費で

は、職員の人件費を計上いたしております。次に、第２目 商工業振興費でございます。

新年度は２，０３２万８千円を計上いたしております。前年度と比較して１４万円、０．

７％の減となっております。引き続き、斑鳩町商工会を支援するとともに、町内での創

業・新規事業所の開設を支援する補助制度や創業支援相談を実施してまいります。 

次に、第３目 観光費でございます。新年度は３，７７２万４千円を計上いたしてお

ります。前年度と比較して１９１万７千円、５．４％の増となっております。昨年４月

に発足した生駒郡４町と大和郡山市、王寺町の１市５町による、ＷＥＳＴ ＮＡＲＡ広

域観光推進協議会において、滞在コンテンツの充実や旅行商品の造成など、ポストコロ

ナを見据えた戦略的な広域周遊観光を推進してまいります。また、斑鳩町観光協会を引
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き続き支援するとともに、ソフト面での観光客の受け入れ環境を整備するため、セミナ

ー開催や啓発用リーフレットの作成、配布を行ってまいります。 

次に、第４目 歴史街道ネットワーク事業費でございます。新年度は、前年度と同額

の３１６万円を計上いたしております。観光案内サイン計画に基づき、史跡中宮寺跡の

周辺に観光案内サインを整備してまいります。また、まちあるきをすすめるイベントと

して、いかるがマルシェの開催を支援してまいります。 

次に、１０８ページ、第５目 ｉセンター・観光自動車駐車場管理運営費でございま

す。新年度は２，０６１万１千円を計上いたしております。前年度と比較して１９万８

千円、１．０％の増となっております。法隆寺ｉセンター及び三井の観光自動車駐車場

について、指定管理者制度により、引き続き、適切に管理運営を行ってまいります。 

以上、第６款 商工費のうち、都市建設部の所管に係るものについての説明をさせて

いただきます。よろしくご審議賜りますようお願い申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第６款 商工費について質疑をお受けします。 

 齋藤委員。 

○齋藤委員 １０７ページのいかるがマルシェ開催補助金はまちあるきということで予算

の概要には書かれてますけれども、中宮寺跡で開催するイベントでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 今、委員おっしゃっていただきましたように、斑鳩町商工会青年部

のほうで対応いただいております、中宮寺跡で開催されるイベントのことで、イベント

への支援の費用として計上させていただいているものでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 イベントは町民楽しみにしていると思いますけれども、まちあるきとなって

ますので、やっぱり中宮寺跡１か所だけでなくて、住民が法輪寺とか法起寺とか、法隆

寺のほうに歩けるような形で、また、ほかの町外からもお客さんが来てもらえるような、

何かそのようなことを考えていただければ、うれしいなというふうに思います。 

  それからもうひとつ、西地区では、やっぱり竜田川のもみじ祭りが皆さん楽しみにし

ておりますので、ぜひそれも予算計上されているんだろうかなと思いますけれども、そ

の点確認したいと思いますので教えてもらえますか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 お尋ねいただきましたもみじ祭りの関係につきましては、観光協会

の補助金という形で、観光協会で予算計上されておられますので、また実行委員会等の
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中で、イベントの内容等また検討してという形になろうかと思っております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 予算書の１０６ページの２目の１８節、起業・創業支援補助金計上していた

だいてますけれども、これは去年、申し込みが枠より多くて、最終的に採用されたのが

町外の方やったということで、その辺のところ何かもうちょっとできないのかというこ

とが担当常任委員会で議論あったと思うんですけれども、その後、町として何か検討は

されているんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 こちらのほう対前年度と同額の３３０万円ということで、法隆寺周

辺地区特別用途地区内１件の２１０万円、またそれ以外の地域、町内全域のところで２

件、１２０万円ということで計上させていただいております。そのような中で、昨年度

の委員会でのご意見等も踏まえまして、令和４年度の実施にあたりましては、申請いた

だいた方の評価基準ということで、町内在住でありましたりとか業種でありましたりと

か、そのあたりの基準を設けさせていただいて、その上で優先順位ということで、補助

対象者の決定にあたりましては、基準と優先順位というものを定めまして、その上で決

定してまいりたいと、このように現在考えているところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。また、その内容固まったら、担当常任委員会で報告いただけ

ると思います。そしたら次に、１０７ページ、観光セミナーの開催委託業務ということ

で予算計上していただきますけれども、これ新しい項目であげられてますけれども、ど

んな内容で考えてはるんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 こちらは新規の事業で、当町におきまして観光振興をすすめる中で

観光客を受け入れる側として、住民の皆様、あるいは事業所に、観光に対する理解をい

ただく機会を設けていきたいなということで思っております。内容といたしましては、

セミナーの開催、あるいは町民の皆様への啓発チラシの配布というような形で今現在考

えておりまして、来年度に向けてその内容等これから検討していきたいと思っておりま

すので、よろしくご理解お願いいたします。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 以前に、あれ多分商工会さんだったと思うんですけれども、役場の地下で観

光の連続セミナーを開催していただいて、私も参加させていただいたんですけれども、
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非常によかって、やっぱりああいうふうにして今の観光の在り方とか、斑鳩町としてど

んなものを売ってるのかとか、そういう新たな発見をしながら、やっぱり町民さんにも

そういう認識を広げていくというのは大事やと思いますので、ぜひこの取り組みを成功

させてほしいなと思ってますのでお願いをいたします。そしたら次に、観光協会の補助

金が、これ金額増えてるんですけれども、これはなぜ増えてるんですか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 観光協会への補助金の関係でございます。まず、増加の増額の要因

といたしまして、まず観光ボランティアの運営事業というような中で、来年度、観光の

案内ボランティアさんが創立２０周年を迎えられますので、その記念事業の実施という

ことで約３５万円ほど増額となっております。また、キャンペーン大使が令和３年度で

任期が切れますので、来年度新たに募集をするということで約４５万円計上となってお

ります。さらに、観光協会さんのほうで新たな商品開発等々を検討されておられまして、

その分で７５万円ほど増額となっておりますので、その分で約１５７万円ほど増額にな

ってるということで、ご理解お願いできたらなと思います。 

○坂口委員長 よろしいですか。 

  伴議長。 

○伴議長 １０７ページの下から２番目の観光案内サインの整備工事ですけれども、これ

順次やっていただいてると思うんですが、これ全体としてのこの計画というのは、観光

の案内のサインですね、どんな感じで計画してくれてるか。全体の計画で１０年かけて

やるとか、年間に、今回これ１１０万円ですけれども、どれぐらいの数を設置していた

だくとか、ちょっとそのあたりを教えていただけないでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 まず来年度予定しております観光案内サインの箇所です。来年度は

史跡中宮寺跡、その周辺に大拠点としまして図解指示周遊ということで、観光施設も含

めた案内板のほうをサインのほう設置していきたいと思っております。もうひとつ、サ

インの整備状況ですけれども、全体計画としましては、３１基の設置を予定をしており

まして、今現時点で、令和４年度分までで１０基の設置となっております。残り２１基

ということでございますので、随時予算等の状況も鑑みながら整備をしていってるとい

うところでございまして、今現在は県の補助金等も活用させていただきながら設置をさ

せていただいてるところでございます。 

○坂口委員長 伴議長。 
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○伴議長 順次いただいてますけれども、今話聞くと、これ計画と実質の数ということ、

私、目の黒い間に終わるんかいなというようなところになりませんやろか、これまた数

がそこそこのペースで入っていかないと、半分以上残ってるというような形になります

ので、そのあたりどんな感じ、大丈夫ですか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 こちらのほう、まず区域分けをさせていただいております。法隆寺

周辺地区、またそれよりも北側の法隆寺から法輪寺にかけての地区、さらには法隆寺か

ら法隆寺駅にかけての地区ということで分けさせていただいておりまして、まずは観光

案内サイン計画を策定しまして、まずは法隆寺周辺地区を重点的に設置をしてきたとこ

ろでございます。ただいま申しあげました大拠点といたしまして、図解指示周遊という

ことで観光施設を踏まえましたサインが、法隆寺地区に関しては既に３基の予定のとこ

ろが、もう３基整備済み、また法起寺あるいは法輪寺周辺の地区につきましても、３基

の予定をしているところを３基既に設置をしているということで、まずは大拠点という

ことで、整備を順次させていただいてます。来年度も中宮寺周辺に大拠点という形で、

まず大きなもの設置をしていきたいと思っております。次に、中拠点、小拠点というこ

とで、いわゆるそれよりも小規模な案内の内容も少ないものにはなりますけれども、そ

のあたりに関しましては、設置の状況、大拠点あるいはその動線の状況等見ながら順次

させていただいていますので、まずは大きなところからやっていきたいというところで

進めておるところでございますので、ご理解のほうよろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 伴議長。 

○伴議長 確かに優先順位をつけてやっていただいてると思ってます。当然ながらそれで

ええと思いますし。ただ、これ計画というのが見直さなければ、補助の関係等があって

の計画やと思いますねんけれども、やっぱりこれ数だけを見るとこれ終わるんかいなと。

小のほうは数が一遍にざっといけるような、そんなように考えておると、また小のほう

は１年にまた５か所とか７か所やとか、そんな感じでいけるものであれば、さっとはけ

てくると思いますねんけれども、そうでないと今のようなペースやったらずっとかかっ

てしまう。まあ確かに時間かけてという部分の事業やと思いますけれども、あまりにも

時間かかり過ぎると、せっかくのものがやっぱり西のほうでも案内拠点というのはある

はずですし、そのあたりどんなものでしょう。もう一度教えてください。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 そのあたり、まずは繰り返しにはなりますけれども、いわゆる大拠
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点のほうから整備をさせていただいてるところでございますので、いわゆる中拠点、小

拠点に関しましては、一定の予算枠にはなろうかと思いますけれども、スピード感をも

ってというか、必要なところに必要なサインをつけていくような形で精査をしながら設

置を進めていきたいなと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、第６款 商工費に対する質疑を終結いたします。 

次に、第７款 土木費について、説明を求めます。 

  上田都市建設部長。 

○上田都市建設部長 それでは、第７款 土木費につきまして、説明をさせていただきま

す。座らせていただきます。恐れ入りますが、先に１５ページをお願いいたします。土

木費全体では９億３，５３０万３千円を計上いたしております。前年度と比較して１，

７５１万３千円、１．８％の減となっております。 

それでは、１０８ページをお願いします。最初に、第１項 土木管理費、第１目 土

木総務費でございます。新年度は５,１３８万６千円、前年度と比較して７６万７千円、

１．５％の減となっております。主に職員の人件費です。また、国土調査法に基づく地

籍調査の実施に伴い、地籍調査業務委託料として２００万円を計上しております。 

続きまして、１１０ページをお願いいたします。第２項 道路橋りょう費、第１目 

道路維持費でございます。新年度は７，０４０万２千円、前年度と比較して６９９万円、

１１．０％の増となっております。通学路の安全対策として実施しておりますグリーン

ベルトの設置では、国庫補助金を活用し、通学路安全点検等で要望がある路線につきま

して順次着手してまいります。そのほか道路肩の草刈りに要する経費など、道路を適正

に維持管理する経費を計上いたしております。 

次に、第２目 道路新設改良費でございます。新年度は４，６６３万３千円、前年度

と比較して１，８６２万２千円、２８．５％の減となっております。道路の新設改良事

業におきましては、国庫補助金を活用し継続的に取り組んでおります町道４３７号線・

目安堤防線道路、岡本循環道路、他４路線の整備を進めてまいります。 

次に、１１１ページをお願いいたします。第３目 橋りょう維持費でございます。新

年度は１，１５０万円、前年度と比較して４５０万円、２８．１％の減となっておりま

す。橋りょう定期点検事業につきまして、国庫補助金を活用し新年度は１６橋の点検業

務委託を計上いたしております。また、補修時期の分散化、毎年の事業費の平準化を図
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るため、国庫補助金を活用し補修することが望ましい橋りょう２橋の補修工事に必要な

経費を計上いたしております。 

次に、第３項 河川費、第１目 河川総務費でございます。新年度は４６０万７千円、

前年度と比較して２２万６千円、５．２％の増となっております。自治会等、地域で行

う水路の清掃や水路改修について補助金等を計上いたしており、身近な水路等の維持管

理に努めてまいります。 

次に、第２目 治水対策費でございます。新年度は６，７５９万３千円、前年度と比

較して５，５０９万３千円、４４０．７％の増となっております。大和川流域の内水被

害による家屋浸水被害解消に向け奈良県平成緊急内水対策として貯留施設の整備に係る

事業用地の購入費として６,６４５万６千円を計上いたしております。 

次に、第３目 河川改良費につきましては 新年度の予算計上はございません。 

続きまして、１１２ページをお願いいたします。第４項 都市計画費、第１目 都市計

画総務費でございます。新年度は９，６８５万７千円を計上しております。前年度と比

較して３，０３５万７千円、４５．６％の増となっております。増額の主な理由は、公

有財産購入費におきまして、いかるがパークウェイの五百井・興留区間の事業用地とし

て、斑鳩町土地開発基金用地を国に売却するため、町において当該基金用地を買戻すこ

とによるものでございます。次に、いかるがパークウェイ事業についてですが、岩瀬橋

西詰めから三室交差点までの三室・紅葉ヶ丘区間においては、年度末の竣工に向けて、

側道から町道部分の電線共同溝設置工事がすすめられているところでございます。また

法隆寺線の交差点から県道大和高田斑鳩線までの五百井・興留区間については、用地取

得が進められ、本線部分の事業用地は県有地及び町有地のみを残す状況となっておりま

す。また、埋蔵文化財発掘調査についても、順次進められています。さらに、県道大和

高田斑鳩線から幸前１丁目の８工区につきましては、昨年１１月の近畿地方整備局事業

評価監視委員会において、継続が妥当と判断されたところであり、早期の全線開通に向

け、国・県とも連携しながら、事業の促進を図ってまいります。 

次に、災害に強い安全、安心のまちづくりを進めるため、住宅等の耐震対策について、

引き続き、既存木造住宅に対する耐震診断、耐震改修、耐震シェルター設置に要する費

用について助成してまいります。また、ブロック塀等の解体撤去に要する費用に対し、

引き続き、助成をしてまいります。 

次に、県との連携によるまちづくりの推進といたしまして、昨年９月に、法隆寺及び

ＪＲ法隆寺駅周辺地区におけるまちづくり基本構想を策定し、まちづくりに関する基本
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協定を締結いたしました。新年度では、この基本構想を基に、より具体化したまちづく

りの基本計画の策定について業務委託料を計上いたしております。 

次に、１１４ページ 第２目 下水道費でございます。新年度は５億４千万円を計上

しております。前年度と比較して１，１５０万円、２．１％の減となっております。下

水道事業会計への補助金でございます。詳細につきましては、下水道事業会計において、

ご説明申しあげます。第３目 都市下水路費でございます。新年度は２０４万２千円、

前年度と比較して４６万円 １８．４％の減となっております。都市下水路及び貯留施

設の維持管理に伴う浚渫費用でございます。 

次に、第４目 公園費でございます。新年度は１，３７１万円を計上いたしておりま

す。前年度と比較して３４万１千円、２．４％の減となっております。主な支出といた

しましては、公園施設の維持管理に必要な草刈業務や清掃業務、遊具の点検等に係る委

託料、公園遊具の維持補修等に要する経費を計上し、快適で安心してご利用いただける

よう適正な維持管理に努めてまいります。 

次に、１１５ページ、第５目 都市計画審議会費でございます。新年度は、前年度と

同額の１２万円を計上し、２回の審議会の開催を見込んでおります。 

次に、第６目 開発指導調整費でございます。新年度は１６万８千円を計上しており

ます。前年度と比較して４千円、２．４％の増となっております。関係諸法令等に基づ

く開発指導調整事務及び屋外広告物、張り出しの許可事務や違反広告物簡易除却などに

要する経費を計上いたしております。 

次に、第７目 景観保全対策事業費でございます。新年度は１，１２０万７千円を計

上しております。前年度と比較して１０６万円、１０．４％の増となっております。景

観計画の運用に係る景観審議会委員の報酬や、コスモス栽培、レンゲ栽培に係る景観形

成作物栽培の推進に係る経費、緑化の推進として小学校へ入学記念や町のイベントなど

における苗木の配布等に係る経費、また、法隆寺周辺における歴史的建造物等の修景整

備事業の助成に係る経費等を計上いたしております。また、歴史環境や自然環境を活用

した拠点を整備し、周遊促進と滞在時間の延長を図るため、斑鳩三塔を見渡せる、ビュ

ースポットの選定、調査を行ってまいります。 

次に、１１６ページをお願いいたします。第５項 住宅費 第１目 住宅管理費でご

ざいます。新年度は１，９０７万８千円、前年度と比較して７，４５５万３千円、７９．

６％の減となっております。斑鳩町町営住宅長寿命化計画に基づく町営長田団地Ａ棟改

修工事に係る設計と、令和５年度以降の新たな町営住宅長寿命化計画を策定してまいり
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ます。その他、各町営住宅の維持管理に要する経費を計上しております。 

以上、第７款 土木費についての説明とさせていただきます。よろしくご審査賜りま

すよう、お願い申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第７款 土木費について質疑をお受けします。 

齋藤委員。 

○齋藤委員 １１０ページの２項、道路橋りょう費の道路維持費４，５００万円あります

けれども、先ほど計画的に実行していくということでありましたですけれども、道路の

草刈りだとか花だとか結構ありますので、その辺のところ点検しながら、ぜひとも安全

な、また景観によい道路維持をお願いしたいというふうに思います。 

  その次の項目、道路整備工事費ですけれども、大和川の堤防道路ですけれども、これ

の進捗というか完成見込みというか、いつぐらいなのか教えてもらえませんでしょうか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 現在の大和川の目安堤防道路につきましては、神社の西側部分で堤

防道路の工事が止まっている部分がございます。こちらにつきましては、以前からご説

明させていただいてるんですけれども、河川占用協議が下りず、解決に向けて地元協議

を重ねながら河川協議を進めているところでございます。今年度は、目安自治会もその

河川協議に向けての要望の内容につきましても、いくらか許可が下りないという事実の

中で、要望事項をちょっと譲歩するというか、そういったところで再度河川協議を行っ

ているところでございますが、それでも、まだちょっと河川協議のほうが前向きに進ん

でいないという状況でございます。このような状況から、令和２年度からにつきまして

は、県道大和高田斑鳩線から測量業務を実施し、今年度、令和３年度では堤防の北側の

農地の用地買収を行うために、現在、用地買収を進めているところでございます。 

  そして、令和４年度の新年度予算では、その用地買収を行った部分の工事を実施する

予定でございまして、具体的には、県道から春日神社手前までの堤防道路北側の側道の

工事を来年度に向けては実施していきたいと考えているところでございます。 

そして、今ご質問の完成予定につきましては、河川協議が難航している部分がござい

ますので、ちょっと一概にいつ完成というのは今言える状態ではございませんので、ご

理解のほうお願いいたします。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ということは、努力してます、それでなるべく早く整備しますということで

よろしいわけですね。 
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○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 努力しながら、早く完成に向けて努力しているところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 １１３ページの真ん中のところに、まちづくり連携協定計画の策定委託料と

いうのがありますけれども、それは、令和４年度にこの計画を完成させるというふうな

ことで進めているということで理解してよろしいでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 今おっしゃっていただいておりますように、令和４年度中にまちづ

くり基本計画という形のものを策定をしていきたいと考えているところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 計画策定して、その県との調印というか、また地元との合意とか、もろもろ

計画に基づいたものがあると思いますけれども、それは、また次年度以降という形にな

るかと思いますけれども、だいたい、町として、調印の目途といいますか、それ、いつ

くらいを目途にして進めておられるんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 来年度、令和４年、ただいま申しあげましたまちづくり基本計画、

この策定過程におきましても、当然地元調整等々が必要な場合もあろうかと思いますの

で、その時には地元のほうにもご説明、あるいはご相談申しあげながら、基本計画の策

定を進めていきたいなと思っております。その後の今おっしゃっていただいてます個別

協定等々に関しましては、基本計画をベースに、どの事業の分を進めていくのかという

形でのまた県との協議の上になってこようかと思いますけれども、令和５年度になりま

したら、基本計画の中の一定の事業につきまして、具体進めていくという形で個別協定

も結んでいきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ぜひスピード感をもって進めていって、斑鳩町に多くのお客さんが来ていた

だけるように、また住民の皆さんが喜んでいただけるような計画、個別計画をお願いし

たいと思います。 

  もうひとつ、１１５ページのところの７項の１２、委託料で、先ほど歴史・自然環境

活用拠点候補、候補地の調査委託料ってありましたですけれども、これは予算の概要を

見ますと、斑鳩町の風景・景観を生かした拠点整備を進めていくということで、先ほど

三塔の見えるところとかいう話がありましたので、ぜひそういうところを調査いただい
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て、お客さんを呼び込めるような拠点をつくっていっていただきたい。 

  それで、その中には例えばもう簡単な呼び込み、例えばビュースポットの写真コンテ

ストとかあまり経費のかからないもので、そういうお客さんを呼び込んでいけるような

ものを絡めながら進めていければ、また住民も、またほかの他市町村の方も喜んで来る

んじゃないかなというふうに思いますので、そのようなところも含んで進めていってい

ただきたいというふうに思いますのでよろしくお願いします。以上です。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 １１１ページの平成緊急内水対策事業適地選考委員会資料作成業務とありま

すけれども、これ、もう既に法隆寺北のところでやるのとまた別のところの選考すると

いう、そういう内容でよろしいんでしょうか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 こちらにつきましては、ただいま委員おっしゃいましたように、三

代川周辺で頻発する浸水被害軽減のため、過年度に奈良県郡山土木で実施した適地選考

委員会業務において、調整池の適地として現在法隆寺北１丁目が選定され、来年度に向

けましてこちらの用地買収を行っていく計画でございますが、この場所以外に、さらに

適地がないか検討していく、そういった中でその適地を選考し、その後、奈良県が開催

する平成緊急内水対策調整地適地選考委員会に諮るための資料作成を行うための業務で

ございまして、新たな適地を探していくという業務でございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これ、県のほうとしてはどれぐらいつくっていこうと考えてはるのか、斑鳩

町内で何か所目標とか、そういうのはあるんですか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 特にそういった目標はございません。町といたしましても、当初予

定しておりました法隆寺北１丁目での１か所の予定でしたが、町として、そういった浸

水の課題のある場所の軽減を、今、この平成緊急内水対策と一緒に軽減していけたらと

いうことで、新たな適地を探しているところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これは町のほうで手をあげて、ここどうですかというふうに言えるものなの

か、そうか、もう県のほうで選定して進めはるのか、そこはどうなってますか。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 平成緊急内水対策につきましては、まず過去に浸水の実績あった場
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所を軽減するという目的でございます。斑鳩町につきましては、高安西団地の周辺、そ

して三代川地域周辺で過去浸水がございまして、それを県に報告しております。そうい

った中で、県としましては、そういった過去の浸水のあった場所を軽減するための場所

でしたら、平成緊急内水対策に事業の採択が可能ということで聞いているところです。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 やっぱり治水対策必要だと思いますので、今国のほうで大和川の遊水地をつ

くってくれてますけれども、あれだけでは多分足らないと思いますので、できるだけ多

くつくれるようにしていければなと思いましたので、よろしくお願いいたします。 

  そしたら、１１３ページのところのいかるがパークウェイ事業用地ですけれど、これ

土地開発基金で持ってる分を借り上げて、国に売却するというふうにさっき説明でおっ

しゃってたと思うんですけれど、町としてどれぐらいの面積を持っていて、国のほうに

は全部買い取ってもらえるのか、その辺を教えていただけますか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 まず、所在地です。五百井１丁目１１０番１で、南都銀行から南に

下りました町道４０４号線の西側の土地でございます。町の所有の面積といたしまして

は２４５．５２平米、平方メートル、なお、国に売り渡す面積といたしましては、事業

費として２８．０２平方メートル、これだけの面積を売り渡すという形でございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ほんま国に売り渡すのは少しですね。その残りの土地というのは何か活用方

法とか考えてはるんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 一旦買い戻しをしまして、活用方法、あるいは売却も含めて今後検

討していくことになろうかと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 さっき、課長その場所も言うてくれはりましたけれど、その土地は活用して

いけるものなのかどうなのか。町が持ってる土地で進入路がなかったりとか、いろいろ

な悪条件のものもありましたけれど、ここの土地についてはどうなんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 こちら先ほど申しあげました町道４０４号線沿いに接するところで

ございます。また、いかるがパークウェイ、あの南側ではいかるがパークウェイとも接

する形になりますので、一定の利用というか、価値のほうはあろうかと思っております。 
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○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら、１１３ページの下のブロック塀の撤去の事業ですけれども、予算

は１００万円で、ずっと続けてくれてますけれども、実績としてはどうなんですか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 令和３年度、現時点で２件、１０件の募集に対しまして２件の応募

があって、実際に補助金のほうを支出している、このような状況でございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 さかのぼっての実績も分かるようやったら教えていただけますか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 こちらの制度、令和元年度から実施しております。令和元年度が１

件、令和２年度が２件、令和３年度が現時点で２件、このようになっております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これは必要なものでありながら、なかなか撤去自体、個人さんにしていただ

かなければいけないので、なかなか進まないという中で、どういうふうにしたら進むの

かなということもいろいろ考えてきましたけれど、金額を上げたからっていってなかな

か進まないという話だったと思うんですけれども、やっぱり新たにつくるほうの補助も

しないと、なかなか使ってもらえないのかなと思いますけれど、それはこの事業をつく

るほうには充てられへんということだったんですよね。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 こちらは、あくまで危険なブロック塀のほうの撤去を進めていくと、

進めていただくという形での補助金でございます。なお、今おっしゃっていただいてる

新たな塀等の工作にかかります補助金の充当というところでのご質問かなと思いますけ

れども、ちょっと個人さんのほうの資産のほうに補助金を充てていくというような形に

もなりますので、慎重な検討が必要なのかなというふうに思っております。なお、今お

っしゃっていただいた実績等も踏まえる中ではございますので、そのあたりも引き続い

てちょっと調査研究していければなと思っております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 去年コロナ対策でリフォーム助成をやっていただいて、その中で外壁工事が

あったかと思うんですけれど、そんな形でやっぱり組み合わせて実施していかないとな

かなか難しいのかなと思いますので、だから、もう一回同じのをやるのかというと、そ

れも私はやってほしいと思ってますけれど、いろいろなやり方はあると思いますので、
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またちょっと工夫をして、これだけでなかなか進まないと思いますので、何とかやっぱ

り進めていけるような形を考えていただきたいなと思いますのでお願いをしておきます。 

  そしたら次に、１１５ページの景観作物栽培業務委託料ですね。これは予算の概要で

見せていただいて、令和４年度以降法起寺周辺の栽培地の団地化を進めるということで、

これまでそれ以外のエリアでも補助金を出す形で進めておられたのを集約しても、補助

金出すのはエリアを限りますよと、それはそれでいいと思うんですけれど、ただ、今ま

でつくってはったところで、補助金がなくてもコスモス植えたりとかレンゲでもいいん

ですけれども、という方には種をお配りしたらどうかということで提案させていただき

ましたけれども、結局、その後どういうふうになったんでしょうか。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 種の配布というところでございます。現在予算等も確保させていた

だきながら、レンゲにつきましては種の配布をさせていただいております。今後、コス

モスにつきましては、そういった農家の方のご意見等も確認をさせていただきながら、

引き続いて検討させていただけたらなと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 その農家の方がどっちを希望しはるかわかりませんけれど、やっぱり観光客

の方が、あのエリアだけでなくても、まちなかを周回とかしていただける非常にいい観

光スポットではあると思いますので、できるだけ協力していただけるような形で進めて

いただければなと思いますので、お願いをしておきます。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

  伴議長。 

○伴議長 １１３ページの真ん中の下のパークウェイの件ですが、もう一度確認させてい

ただきたい。なかなか国のやっぱりどれだけお金がつくか、予算がつくかということも

大きな原因ですし、また、埋蔵物とかその辺の関係もあるというようには思うんですが、

やっぱり今までとパークウェイが部分的に開通して、やっぱり小吉田、稲葉車瀬の町道、

服部道って私ら言わしてもうてますけれども、やっぱり通ったとき非常にやっぱり危険

な思い、歩行者もおられたり、対向ができなかったりいうことであったんが、スムーズ

に通れるようになったということで、やっぱり相当感じが変わってきてると。その中で

せっかくちょっと行ったらもう中央公民館で曲がるというような形で２５号線のほうま

で入っていかなあかん、この進捗の状況ですね。結局、県道までいつごろ開通できる、

相当そういう声をいただいてるんですが、実際のところ、うまくいけばこれぐらいやと
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思てるというのはどんなもんでしょう。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 先ほど土地開発基金用地の買い戻し、あるいは事業用地としての売

渡し、売払い等のご説明もさせていただきました。今おっしゃっていただいてる法隆寺

線から県道大和高田斑鳩線までの用地に関しましては、来年度の予算の状況をもって一

応本線部分については全て買収は終わると確認をさせていただいております。その後の

進捗ですけれども、イツボ川から東側の発掘調査等も含めて来年度進めていくというと

ころではございます。ただ、工事の関係につきましては、国に確認は再三しております

けれども、予算のつき方等々がございまして、いつぐらいを目途に完成予定あるいは供

用開始という返事はいただけていないところでございますので、よろしくお願いします。 

○坂口委員長 伴議長。 

○伴議長 やっぱりせっかく走ってきて、またこうなりますので、できるだけ早く開通し

ていただければと思います。いろいろな形で生活スタイルまで変わってくる。人の命ま

で変わると、また災害等いろいろありますので、そのあたり、また経済的なところもあ

る。ただ、その中で今使わせていただいてるので、これが、昨日でもちょっと質問があ

ったんですが、交流館の件で質問があったときに、側道、三室交差点から下りてきたと

この側道に突起物が車を分ける突起物があるんですが、その突起物、確かにふち見ると

反射板がついた、反射板は全部はがれとる、それぐらい車あたってるということですわ。

実際のところ、本当に必要性があるのか、またあの形でええのか、非常に悩ましいよう

な形になってるように思います。一度その辺検証していただいて、やっぱり、怖いです

と言う方もおられるんで、ちょっとまた見ていただいて、また国のほうに、本当にそれ

でええのかということで話していただき、よりよい道にしていただかないと、これから

進捗というところで、やはり事故でもあったらこれ全然話は変わってくる。 

  もう一点、歩道、それもちょっと私の要望でもう一点が、歩道に茶色いちょっと大き

なボックスが数か所わかっていただいてると思いますけれども、広い歩道にはなってま

すねんけれども、茶色いあれが夜怖いねんと、あの出っ張りといいますか、そこそこ大

きいんです。それが北側も南側も置いてある。あれて何ですの。 

○坂口委員長 手塚建設農林課長。 

○手塚建設農林課長 すみません。先ほど最初の突起物のほうのご回答になるんですけれ

ども、既にあそこの部分につきましては、町道に移管を受けておりまして、現在は町管

理になっております。そういった中で、総務課のほうで地域交流館を今考えている中で、
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その進入路の在り方について、あの突起物が支障になるおそれがあるということを今協

議として受けております。そういった中で、あの突起物をどういう形で改良していける

のかというのは、今後警察との協議を重ねながら、より安全な形にしていきたいと考え

ているところでございます。そして引き継ぎを受けた際に、あの突起物につきましては、

国と警察が協議した中で、安全を考えて警察がどうしても必要であるということで設置

したと聞いてるんですけれども、今議長がおっしゃいますように、いろいろな車があた

ってるという状況も踏まえまして、警察のほうに、先ほどの協議も踏まえまして協議の

ほうしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○坂口委員長 本庄都市創生課長。 

○本庄都市創生課長 私のほうからは、先ほどおっしゃっていただいた茶色のボックスの

関係でございます。あちらに関しましては、共同電線溝の地上機となっておりまして、

いろいろ電柱でいうところトランス側があの中に収納されてるというところで、電線共

同溝ということで、地中化した場合には必ず必要なものになってくるというところで、

まずご理解お願いしたいと思います。なお、おっしゃっていただいております歩道のと

ころにどうしても出てしまうというところについては、設置場所としましては歩道の中

に共同溝を設置しておりますので、あの部分には出てしまうというところでございます。  

ただ、一部通行に支障があるんではないかというようなご意見も他方からもいただいて

おりまして、今現在、国のほうにその旨もお伝えをさせていただいて、調整等がつかな

いものなのかどうかということで協議のほうしてもらうようにということで申し入れを

しているというところでございます。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、第７款 土木費に対する質疑を終結いたします。 

  ここで１３時まで休憩いたします。 

（ 午前１１時３０分 休憩 ） 

（ 午後 １時００分 再開 ） 

○坂口委員長 再開いたします。 

議案第１３号 令和４年度斑鳩町水道事業会計予算についての審査を行います。 

理事者の説明を求めます。 上田都市建設部長。 

○上田都市建設部長  それでは、議案第１３号 令和４年度斑鳩町水道事業会計予算に

つきまして、ご説明申しあげます。 
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まず、はじめに、議案書を朗読いたします。 

議案第１３号 

令和４年度斑鳩町水道事業会計予算について 

標記について、地方自治法第２１１条第１項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の議決を求めます。 

令和４年３月１日 提出 

                           斑鳩町長 中 西 和 夫 

予算書の１ページをお願いします。予算総則を朗読いたします。   

令和４年度斑鳩町水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和４年度斑鳩町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

    １．給水戸数                １１，６００ 戸 

    ２．年間給水量            ３，０５０，０００ ㎥ 

    ３．一日平均給水量              ８，３５６ ㎥ 

    ４．主要な建設費            ２６５，６００ 千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりとする。 

    収  入 

第１款 水道事業収益      ７８１，６０６ 千円 

         第１項 営業収益       ７００，０７０ 千円 

         第２項 営業外収益       ８１，５３５ 千円 

         第３項 特別利益             １ 千円 

    支  出 

        第１款 水道事業費用      ７７９，０２０ 千円 

第１項 営業費用       ７４０，９３１ 千円 

第２項 営業外費用        ２７，９８９ 千円 

第３項 特別損失             １００ 千円 

第４項 予備費         １０，０００  千円 

２ページでございます。 
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（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりとする。（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額１７４，４１８千円は、当年度消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１３，８９７千円及び過年度損益勘定留保資金１６０，５２１千

円で補てんするものとする。） 

      収  入 

        第１款 資本的収入       １８３，００８ 千円 

         第１項 企業債         ７０，０００ 千円 

         第２項 工事負担金      １１３，００８ 千円 

      支  出 

        第１款 資本的支出       ３５７，４２６  千円 

         第１項 建設改良費      ２６５，９２６ 千円 

         第２項 企業債償還金      ９１，５００ 千円 

（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりとする。第１款 資本的支出、第

１項 建設改良費、事業名 公共下水道築造工事に伴う配水管移設工事（１６工区

―２）総額、６８，７００千円、年割額、令和３年度２８，０００千円、令和４年

度４０，７００千円、事業名 公共下水道築造工事に伴う配水管移設工事（２１工

区―４）総額 ４５，０００千円、年割額、令和３年度２０，０００千円、令和４

年度２５，０００千円。 

（企業債）  

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

する。起債の目的、配水設備改良事業、限度額７千万円、起債の方法、普通貸借又

は証券発行、利率３．０％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及

び地方公共団体金融機構資金について、利率見直しを行った後においては当該見直

し後の利率）償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他

の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、企業財政の都合により据置

期間及び償還期間を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

３ページでございます。 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円とする。 
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（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用する場合は、次のとおりとする。 

     １．営業費用と営業外費用の各項の間 

（議会の議決を経なければ、流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

なければならない。 

     １．職員給与費       ５０，９６１ 千円 

  （たな卸資産の購入限度額） 

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、５，０００千円とする。 

（重要な資産の取得及び処分） 

第１１条 重要な資産の取得及び処分は、次のとおりとする。 

     １．取得する資産 

         配水施設・・・・・配水管整備等 

         取水設備・・・・・取水井戸整備等 

令 和 ４ 年 ３ 月 １ 日 提 出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

それでは、各費目について、予算の説明書によりましてご説明を申しあげます。 

２３ページをお願いいたします。収益的収入及び支出でございます。 

まず、収入でございます。第１款 水道事業収益でございます。第１項 営業収益、

第１目 給水収益では、前年度より１万４千立方メートル減の２８２万２千立方メート

ルの有収水量を見込み、６億６，８９４万６千円、前年度と比較しまして４２５万４千

円、０．６％の減となっております。次に、２４ページでございます。第２目 受託工

事収益では、６６０万１千円、前年度と比較して２９５万９千円 ３１．０％の減とな

っております。減額の主な理由といたしましては、公共下水道工事に係ります受託によ

る工事が減少したものでございます。第３目 その他の営業収益では閉開栓手数料、給

水負担金などの収益として２，４５２万３千円、前年度と比較して２１０万円４千円、

９．４％の増となっております。 

次に、第２項 営業外収益では、第１目 受取利息、第２目 雑収益、第３目 長期

前受金戻入で８，１５３万５千円を計上し、前年度と比較して３４万２千円、０．４％

の増となっております。 
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次に、第３項 特別利益、第１目 過年度損益修正益では、過年度の損益処理に伴う

科目設定のため、前年度と同額の１千円を計上いたしております。 

次に、２５ページをお願いいたします。支出でございます。第１款 水道事業費用、

第１項 営業費用でございます。第１目 原水及び浄水費では、４億１，９３３万２千

円、前年度と比較して８４３万９千円、２．０％の減となっております。コロナ禍の中

在宅勤務等により水需要が増加いたしておりますが、アフターコロナから、本来の受水

量により受水費を算出し減額となっております。次に、第２目の配水及び給水費でござ

います。５，８５０万８千円、前年度と比較して５７０万１千円、１０．８％の増とな

っております。漏水修理の増加に伴います修繕費で増額となっております。次に、２７

ページでございます。第３目の受託工事費では６６０万２千円、前年度と比較し４００

万１千円、３７．７％の減となっております。公共下水道整備に伴う受託工事の減でご

ざいます。第４目 総係費では６，３９２万９千円、前年度と比較して８０万４千円、

１．３％の増となっております。次に、２９ページでございます。第５目の減価償却費

では１億８，７４４万８千円、前年度と比較して６０万８千円、０．３％の増でござい

ます。第６目 資産減耗費では、前年度と同額の５１０万円、また、第７目 その他の

営業費用におきましても、前年度と同額の１万２千円を計上いたしております。 

次に、第２項 営業外費用では、第１目 支払利息、第２目 雑支出、第３目 消費

税におきまして２，７９８万９千円を計上し、前年度と比較して１４０万５千円、４．

８％の減でございます。減額の主な理由といたしまして、企業債利息の支払いの減によ

るものでございます。次に、第３項 特別損失では、前年度と同額の１０万円、また、

第４項 予備費では、前年度と同額の１千万円をそれぞれ計上いたしております。 

次に、３０ページをお願いいたします。資本的収入および支出でございます。 

まず、収入でございます。第１款 資本的収入、第１項 企業債では、老朽管更新工

事の財源といたしまして、７千万円、前年度と比較して３００万円 ４．１％の減でご

ざいます。次に、第２項 工事負担金、第１目 工事負担金では、公共下水道工事に伴

う水道移設費用の補償費などといたしまして、１億１，３００万８千円、前年度と比較

して３，３１９万円、４１．６％の増となっております。 

次に、３１ページ、支出でございます。第１款 資本的支出、第１項 建設改良費、

第１目 配水設備改良費では２億６，１６０万円、前年度と比較して４，５６０万円 

２１．１％の増となっております。公共下水道工事に伴う配水管移設工事の増加に伴い

増額となっております。第２目 取水設備費では４００万円、前年度と同額を計上いた
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しております。地元水利組合に取水井戸を引き継ぐための整備費用でございます。第３

目 営業設備費では３２万６千円、前年度と同額を計上いたしております。量水器の購

入費でございます。次に、第２項 企業債償還金でございます。９，１５０万円、前年

度と比較し５９４万２千円、６．９％の増となっております。 

以上、議案第１３号 令和４年度斑鳩町水道事業会計予算についての説明とさせてい

ただきます。よろしくご審議を賜りまして、原案どおりご可決賜りますよう、よろしく

お願い申しあげます 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、水道事業会計予算について質疑をお受けします。 

 奥村委員。 

○奥村委員 予算の概要の５５ページ、老朽管の更新という、今、部長が説明いただいた

のは３０ページとか３１ページの老朽管更新工事というとこらへんですけれども、この

新年度はこの老朽管の工事の計画として、どういうとこら辺まで進めようという計画を

立てておられますでしょうか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 今、ご質問いただきました老朽管更新工事につきましては、来年度

につきましては、今現在やっております、この前、何度か服部道のほうで事故が多発し

てるということもありまして、そちらを沿道を早急にさせていただきたいということで、

それとその部分と前から契約しております路線、岡本周辺につきましても継続して工事

をしていきたいということで、今計画をしているところでございます。 

○坂口委員長 奥村委員。 

○奥村委員 ありがとうございます。ということは、今年はその２か所というだけでしょ

うか。もっとほかには。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 水道事業と単独で老朽管更新という形になりますのは、今のところ

そういった部分ですけれども、それ以外にも下水道事業と随伴でもちろん進めてまいり

ますので、その部分につきましては、今、その老朽管いわゆる下水道事業との兼ね合い

で進めていく部分につきましては、現在進めております龍田西５丁目の付近、あるいは

龍田南４丁目、５丁目の場所。下水道事業の継続事業で進めております目安北２丁目、

目安４丁目の場所において、また法隆寺北２丁目の部分につきましても下水道に随伴し

まして老朽管の更新を進めていく予定としております。 

○坂口委員長 木澤委員。 
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○木澤委員 給水量は令和３年度と比べて何％ぐらい減るという見通しですか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 令和３年度と新年度の給水量の差ですが、３年度の実績を見る中で

は、令和元年度程度の給水量が今出ております。ですので、コロナの関係はございます

けれども、令和４年度についても同じぐらいであるのかなという予測の中で、令和３年

度程度ということで今見ておりますので、ほぼ今、予算で０．６％減という形になって

おる状況で、それぐらいの予定として、今予算上げさせていただいたところです。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ２６ページのところに県水の受水費があるんですけれども、これ減ってるの

は全体の供給と比べてどうなのかなと思いまして。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 令和３年度の予算につきましては、実際このコロナの関係がござい

ましたので、どれぐらい給水量が増えるかと、在宅の増える中でわからないままでその

余分な緊急対応できる分として見ておった分を実績を見る中で減らさせてもらったとい

うことで予算が下がっております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。あと、２５ページに、職員の人件費計上していただいてます

けれど、令和３年度、臨時職員２名あったのがなくなってるんですけれども、その体制

的にはどんなふうに変わったんですか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 現在、臨時職員は４名おりますけれども、県水に切り替えました関

係上、上水のほうの職員を１名と合わせてもう１名、２名、今現在２名体制で対応して

いくという形を今考えております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 どういう部分で、管理が必要なくなったからとか、その点はどうなんですか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 これまでは、浄水場動かしております時はその浄水場の機械の点検

ですとか、毎日そういう点検作業が必ず必要でございましたけれども、現在としては主

に水質検査の業務、それと今現に残っておりますけれども維持管理という部分にしか業

務がなくなりましたので、そういう形で人員の配置を替えたところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 
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○木澤委員 年ごとの更新であって、本人さんは配置替えでどこかに行かはったのか、も

う完全に雇用としては終わってしまったのか、ちょっと気になったんですけれども。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 １名は、もうそのまま業務としては今水質検査等をやっております

業務プラス別の業務を兼ねて残ってもらうと、１名は、年齢的に高齢の方でしたので退

職されるということでございます。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

  伴議長。 

○伴議長 老朽管の更新のところで、水道の水道管のループ化、そういうのも一緒に、管

の更新だけじゃなくて、何かあったときに断水の範囲を小さするような形でやってきて

いただいてるとか、そのあたりはどないなってますやろ。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 今ご質問いただいた内容ですが、ループ化は概ねできておる状況に

はございます。ですので、今は更新に主力を置いて今進めてさせていただいてます。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、水道事業会計予算に対する質疑を終結いたします。 

  続きまして、議案第１４号 令和４年度斑鳩町下水道事業会計予算についての審査を

行います。 

理事者の説明を求めます。 上田都市建設部長。 

○上田都市建設部長 それでは、議案第１４号 令和４年度斑鳩町下水道事業会計予算に

ついて、説明申しあげます。 

まず、はじめに、議案書を朗読いたします。 

議案第１４号 

令和４年度斑鳩町下水道事業会計予算について 

 標記について、地方自治法第２１１条第１項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の議決を求めます。 

令和４年３月１日 提出 

                            斑鳩町長 中 西 和 夫 

座らせて説明させていただきます。それでは、予算書の１ページをお願いいたします。 

予算総則を朗読いたします。 
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令和４年度 斑鳩町下水道事業会計予算 

（総則） 

第１条 令和４年度斑鳩町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

１．下水道事業         

年間有収水量           １，３１６，２００  ㎥ 

接続戸数                    ８０ 戸 

２．主要な建設改良事業 

      汚水管路建設            ６３４，３９３ 千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収  入 

第１款 下水道事業収益   ７３７．５３１ 千円 

第１項 営業収益     １７４，４７０ 千円 

第２項 営業外収益    ５６３，０６０ 千円 

第３項 特別利益           １  千円 

支  出 

第１款 下水道事業費用   ７２３，６１６ 千円 

第１項 営業費用     ５９９，５６０ 千円 

第２項 営業外費用    １２４，０４６  千円 

第３項 特別損失           １０ 千円 

２ページでございます。 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が

資本的支出額に対し不足する額５５，９７４千円は、当年度消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１９，３５５千円、過年度分損益勘定留保資金３６，６１９千円

で補てんするものとする。） 

収  入 

第１款 資本的収入   １，０４５，６００  千円 

第１項 企業債      ４３５，６００  千円  
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第２項 負担金等       ８，０００  千円 

第３項 補助金      ６０２，０００  千円 

支  出 

第１款 資本的支出   １，１０１，５７４  千円 

第１項 建設改良費    ６３４，３９３  千円 

第２項 企業債償還金   ４６７，１８１  千円 

（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

第１款 資本的支出、第１項 建設改良費、事業名 公共下水道事業（第１３

処理分区１６工区－２工事）総額 １８１，７００千円、年割額 令和３年度４

４，４００千円、令和４年度１３７，３００千円。事業名 公共下水道事業（第

１４処理分区２１工区－４工事）、総額２３８，８００千円、年割額、令和３年

度４９，４００千円、令和４年度１８９，４００千円 

（債務負担行為） 

第６条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。事項「斑鳩町排水設備改造資金融資あっせん及び利子補給に関する条例」

に伴う利子補給及び損失補償、期間 令和４年度から令和９年度まで、限度額「斑

鳩町排水設備改造資金融資あっせん及び利子補給に関する条例」に基づき利子補給

をすることとなる金額及び損失の補償 

３ページでございます。 

（企業債） 

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。起債の目的、建設改良費、限度額４３５，６００千円、起債の方法、普通

貸借又は証券発行、利率３．０％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府

資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率見直しを行った後においては、

当該見直し後の利率）、償還の方法、政府資金については、その融資条件により、

銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、企業財政の都合

により据置期間及び償還期間を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えするこ

とができる。 

（一時借入金） 

第８条 一時借入金の限度額は、５００，０００千円と定める。 
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（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

１．営業費用と営業外費用と特別損失の各項の間 

（議会の議決を経なければ、流用することのできない経費） 

第１０条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額

に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。 

１．職員給与費   ４３，２５９千円 

（他会計からの補助金） 

第１１条 下水道事業安定のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、５

４０，０００千円である。 

                          令和４年３月１日 提 出 

                          斑鳩町長 中 西 和 夫 

それでは、各費目につきまして、予算の説明書によりましてご説明を申しあげます。 

２１ページをお願いいたします。まず、収益的収入および支出の収入でございます。

第１款 下水道事業収益でございます。第１項 営業収益、第１目 下水道使用料では

１億７，４２４万円、前年度と比較して６７１万８千円、４．０％の増となっておりま

す。下水道利用件数の増加によるものでございます。第２目 その他の営業収益で２３

万円、前年度と比較して１万円、４．５％の増でございます。排水設備指定工事店及び

排水設備工事責任技術者の登録に係る手数料でございます。 

次に、第２項 営業外収益、第１目 他会計補助金では１億３，３００万円、前年度

と比較して７００万円、５．０％の減でございます。一般会計からの補助金でございま

す。第２目の県補助金では１２２万９千円、前年度と比較して３２万９千円、３６．

６％の増となっております。管渠等維持管理業務委託料で実施しております流域下水道

負荷軽減等推進事業の補助金でございます。第３目 雑収益では、前年度と同額の２千

円を計上いたしております。第４目 消費税還付金では６００万円、前年度と比較して

２００万円、５０．０％の増となっております。２２ページをお願いいたします。第５

目 長期前受金戻入では４億２，２８２万９千円、前年度と比較して５５６万５千円、

１．３％の増となっております。 

次に、第３項 特別利益、第１目 過年度損益修正益では、過年度の損益処理に伴う
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科目設定により前年度と同額の１千円を計上いたしております。 

２３ページをお願いします。支出でございます。第１款 下水道事業費用、第１項 

営業費用、第１目 管渠費では８５８万８千円、前年度と比較して１５５万円、１５．

３％の減となっております。下水道台帳システムの更新費用の減により減額となってお

ります。第２目 総係費では４，８２８万９千円、前年度と比較して１６７万２千円、

３．６％の増となっております。主に職員人件費等に係る費用でございます。２４ペー

ジをお願いいたします。第３目 流域下水道管理運営費負担金では８，１１５万４千円、

前年度と比較して３２８万７千円、４．２％の増となっております。奈良県浄化センタ

ーへの汚水処理費用でございます。２５ページをお願いいたします。第４目 減価償却

費では４億６，１５２万９千円、前年度と比較して６５３万９千円、１．４％の増でご

ざいます。次に、第２項の営業外費用、第１目 支払利息では１億２，３９８万６千円、

前年度と比較して６８９万６千円、５．３％の減でございます。第２目 雑支出では６

万円を計上いたしております。また、第３項 特別損失では前年度と同額の１万円を計

上しております。 

続きまして２６ページをお願いいたします。資本的収入および支出でございます。 

収入でございます。第１款 資本的収入、第１項 企業債、第１目 企業債では４億

３，５６０万円、前年度と比較して１億２，８３０万円、４１．８％の増でございます。

公共下水道の整備及び流域下水道の建設負担金に係る財源でございます。次に、第２項 

負担金等、第１目 下水道事業負担金では、公共下水道への接続件数を８０件と見込み、

前年度と同額の８００万円を計上いたしております。次に、第３項 補助金、第１目 

国庫補助金では１億９，５００万円、前年度と同額を計上いたしております。第２目 

他会計補助金では４億７００万円、前年度と比較して４５０万円、１．１％の減となっ

ております。 

２７ページをお願いいたします。支出でございます。まず、第１款 資本的支出、第

１項 建設改良費、第１目 管路建設改良費では６億２，３４４万４千円、前年度と比

較して１億３，３２５万３千円、２７．２％の増となっております。新年度は、令和３

年度から継続工事として整備を進めております目安４丁目の法隆寺南住宅自治会、目安

北２丁目の法隆寺第３自治会のほか、これまで取り組んできております龍田南４丁目の

追手自治会、龍田西５丁目の橋西自治会、新たに龍田南４丁目の三の二自治会、法隆寺

北１丁目の芝の口東自治会を整備してまいります。これにより約７ヘクタール、３３０

戸の整備を見込んでおります。第２目 流域下水道建設費負担金では１，０９４万９千
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円、前年度と比較して５６８万３千円、３４．２％の減となっております。奈良県が実

施いたします流域下水道管渠整備及び浄化センター設備等の建設費に係る負担金でござ

います。２８ページをお願いいたします。次に、第２項 企業債償還金、第１目 企業

債償還金では４億６，７１８万１千円、前年度と比較して１，３９１万１千円、３．

１％の減となっております。令和３年度末の下水道事業における企業債残高は８１億２，

６５６万３千円となる見込みでございます。 

以上、議案第１４号 令和４年度斑鳩町下水道事業会計予算についてのご説明とさせ

ていただきます。よろしくご審議を賜りまして原案どおりご可決いただけますよう、よ

ろしくお願い申しあげます 

○坂口委員長 説明が終わりました。下水道事業会計予算について質疑をお受けします。 

横田委員。 

○横田委員 資料１０の１の予算関係参考資料の１７ページ、水洗化の接続率について確

認をさせてもらいます。公共下水道が整備された地域で、３年以上接続されてない戸数

というのはどのくらいございますか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 申し訳ございません。実際この３年を過ぎて接続をされていない件

数というのは、ちょっと把握はできていないところでございます。 

○坂口委員長 横田委員。 

○横田委員 下水道法第１１条の３項で、３年以内に公共下水道に接続することが義務づ

けられてるというふうに謳ってあるんですけれど、この辺、町としてこの運用について

はどのようにお考えになられているかお聞きしたいと思います。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 斑鳩町では、公共下水道の整備がほかの他市町村に比べますと遅く

からになっておる状況です。そうした状況の中で、従来は浄化槽を使われているという

中で、その浄化槽はまだ使える段階にあるうちに、公共下水道がきました場合、すぐさ

ま手続きをされる方もいらっしゃいますが、そういった意味で浄化槽をまだ使える状況

の中で使われているというところがございますので、それは、敢えてこちらから無理に

替えていただくというのはなかなか申しあげにくいところでもございますので、できる

だけ速やかに下水道の利用、利便性がいいというＰＲをしながら、できるだけ早くつな

いでいただけるようにということでの説明をさせていただいたりはしております。 

○坂口委員長 横田委員。 
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○横田委員 パソコンでいろいろ調べてると、例えば宇都宮市役所なんかでは、そういっ

た下水道法１１条３項を利用して市民の皆さんに声かけをされたりとか、あと普及促進

グループをつくられて、個別に、未接続先へ戸別訪問されてるというふうに情報があり

ましたけれど、斑鳩町としては、陣容の問題もあるでしょうけれども、その辺のことは

どういうふうにお考えになられてるか、ちょっとお聞かせください。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 これまでも常任委員会でもたびたびご質問いただいております。接

続率、接続の促進につきましては、いわゆる地道に広報活動ですとか、いわゆる接続の

状況の少ないところに訪問ＰＲですとか、そういったことも必要ではないかと考えてお

りますので、そうした面で、また展開していきたいというふうには考えています。 

○坂口委員長 横田委員。 

○横田委員 直近の広報紙でいつごろ情宣されてますか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 ３年度の９月の広報で載せさせていただいております。 

○坂口委員長 横田委員。 

○横田委員 令和３年９月、わかりました。いずれにしましても、一般会計からの補助金

で運用してるようなところでございますので、やはり接続は非常に大切なことだと思い

ますので、十分力を入れてやっていただきたいというふうに思います。以上です。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ２０ページに収入の部の資本的収入の企業債、本年度は４億３，５６０万円

ということで、前年度比１億２，８３０万円増えております。企業債増えております。

しかし、その支出の部の資本的支出の２番目、企業債の返還４億６，７１８万１千円い

うことで、企業債借りるよりも返済のほうが多くなってるということですので、これ、

やはり先ほど８１億円の負債があると言いましたけれども、これは減っていくという傾

向にあるということで理解してよろしいんでしょうか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 これまでも企業債は増えてくる段階にございましたけれども、今は

事業の見直しをする中で、企業債の残高が借入れする枠が返済する額を超えない範囲で

進めることによって、一般会計の負担を少しでも減らしていきたいということの中で進

めておりますので、償還のピークは令和７年ぐらいまでに来ますけれども、それ以降は

徐々に減少していくというふうに今なっておりますので、そういう状況でございます。 
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○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ということは、企業債の借入れよりも返済のほうが多くしていくということ

で、これからも運営していくということで理解してよろしいんでしょうか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 今おっしゃっていただいたとおりでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 もうひとつ、先ほど横田委員が言ってましたけれども、供用開始の件数より

も接続の件数が増えている、前年比見ますと。前年比、供用開始数が１３８件増えたの

に対して、接続件数が１８０件増えているということは、いい方向に向かっている。先

ほどの話から、下水道は他町よりも後発なので、今は配管のほうが重点を置いてという

わけではないですけれども、しなければならない地域があるので広がっていくというこ

とですけれども、その配管の量がだんだん広がっていって、果実が少しずつ増えてきて

るというふうな方向に向いてるということで理解してよろしいでしょうか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 今おっしゃっていただきましたように、整備区域が広くなっていき

ますと、もちろんその接続供用区域が広がっていきますので、接続される方につきまし

ても、どのどの増えていく形に推移しているところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 わかりました。引き続きよろしくお願いします。以上です。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 皆さんおっしゃってるように、接続数をどう伸ばしていくかということなの

かと思うんです。前回、決算の時でしたかね。予算として掲げている戸数、接続戸数と

は別に、ちゃんと努力目標持ってやってますよと部長おっしゃってたと思うんですけれ

ど、令和４年度の接続目標ですね、どれぐらいで見てはるんですか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 今年の話ですけれども、２月末現在で約１８０戸接続がいただいて

いると、増えている状況です。昨年度よりも伸びておりますので、令和４年度につきま

しても７ヘクタール整備していきます中で、３３０戸ほど対象区域が出てくるというこ

とですので、その部分も含めまして、本年度以上の接続になるように進めていきたいと

いうふうに思います。 

○坂口委員長 木澤委員。 
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○木澤委員 ということは、１８０戸以上を目標にということで理解しておいてよろしい

でしょうか。 

○坂口委員長 猪川上下水道課長。 

○猪川上下水道課長 それに近づけるように努力していきたいと思っております。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、下水道事業会計に対する質疑を終結いたします。 

以上で、都市建設部所管に係る予算審査を終わります。 

理事者入れ替えのため１４時まで休憩いたします。 

（ 午後 １時４５分 休憩 ） 

（ 午後 ２時００分 再開 ） 

○坂口委員長 再開いたします。 

それでは、教育委員会所管に係る予算審査を行います。 

初めに、第２款 総務費について、説明を求めます。 

  栗本教育次長。 

○栗本教育次長 教育委員会事務局が所管いたします予算の概要につきまして、ご説明を

させていただきます。 

  はじめに、第２款 総務費のうち、教育委員会事務局が所管する予算の概要について

でございます。予算書の５４ページをお開きいただきたいと思います。失礼して着席さ

せていただきます。 

第２款 総務費 第１項 総務管理費 第１１目 青少年対策費についてであります。 

 新年度予算額は４０万４千円を計上しており、前年度と同額となっております。青少年

問題協議会の運営に係る経費として、委員報酬、巡回活動謝金、啓発物品購入費などの

計上しております。引き続き、青少年問題協議会の運営、青少年悩みごと相談事業など

を通じまして、青少年の健全育成に努めてまいります。 

  以上、簡単ではございますが、青少年対策費に係ります予算の概要であります。ご審

議いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第２款 総務費について質疑をお受けします。 

齋藤委員。 

○齋藤委員 今、説明いただきました５４ページの青少年巡回活動ということですけれど

も、結構、夏になりますと公園に夜たむろして、火遊びとかたばこを吸って、たばこの
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吸い殻をほったらかしておったり、騒いだりとかというのはありまして、毎年のように

付近住民から何とかしてくれという話がありますので、夜の巡回というのは大変だと思

いますけれども、その辺のところ巡回回数を増やすのか、もしくは見まわりの場所を特

定して見てもらうのか、何らかの形でもって、その辺のところをやっていただければあ

りがたいなというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 青少年問題協議会が行っております巡回活動でございますけれども、特

に長期学校休業時、夏休み、冬休み、春休みを重点的に地域を巡回しているということ

で、令和４年度では７回の巡回活動を予定をしております。巡回補導活動には、青少年

問題協議会のほか、西和警察署、西和地区地域安全推進委員斑鳩支部と合同で行ってお

ります。令和３年度では、これまでの指導を行った実績がある箇所を中心に、パトカー

を含む車両３台で巡回しておりまして、必要に応じて車から降りて徒歩での状況確認も

行っているところでございます。ここ数年は、ほとんど指導の実績はない状況でござい

ます。令和４年度につきましても、これまでの実績を基にコースを設定したいと考えて

いるところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 実績ないということですけれども、またお願いする場合もありますので、そ

の時にはよろしくお願いします。以上です。 

○坂口委員長 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、第２款 総務費に対する質疑を終結します。 

次に、第３款 民生費について、説明を求めます。 

栗本教育次長。 

○栗本教育次長 第３款 民生費のうち、教育委員会事務局が所管をいたします予算の概

要についてであります。予算書の８３ページをお開きいただきたいと思います。 

失礼して着席してご説明をさせていただきます。 

第３款 民生費 第２項 児童福祉費 第４目 学童保育運営費であります。新年度

予算額は５，２４７万９千円を計上しておりまして、前年度予算額と比較をして２９５

万５千円、６．０％の増となっております。予算額の主な増額の要因は、新型コロナウ

イルス対策用物品購入などの計上によるものでございます。放課後児童対策として、放

課後児童支援員、補助員の人件費のほか、子どもたちが安全、安心に放課後を過ごせる
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よう、学童保育施設の設備の充実、維持管理に必要な費用を計上しております。 

  以上、簡単ではございますが、学童保育運営費に係ります予算の概要でございます。

審議いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第３款 民生費について質疑をお受けします。 

木澤委員。 

○木澤委員 これまで西学童の保育室も１棟増やしていただいたりしてきましたけれども、

今ちょっとコロナの状況の下で、学童の入室数というのが減ってるのかなというふうに

思うんですけれど、ちょっとその人数を確認させていただきます。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 令和４年３月１日現在の状況でございます。斑鳩学童保育室では、令和

４年度の入室が１２７名の申し込みがございました。前年度の４月１日の在籍数が１５

３名でございましたので２６名の減となっております。斑鳩西学童保育室では５７名の

入室申し込みがありました。前年度と比較して５名の減となっております。斑鳩東学童

保育室も１０２名の申し込みがございまして、前年度と比較して４名の減となっており

ます。全体では、２８６名の申し込み状況となっております。前年度の３２１名に対し

２５名の減少となっているところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この２５名減少というのは、コロナの影響でということで考えてよろしいで

しょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 コロナ禍の影響によりまして、在宅勤務など生活様式が変わり、家庭で

保育ができるようになった。また、中には密を避けるために学童保育室へ通わせるのを

遠慮されているご家庭もあるのかなというふうに思われます。そうした中で、令和３年

度から、斑鳩黎明保育園の学童保育室でそれまでの定員７０名から１０５名、３５名定

員が増員されたことも影響しているものというふうに考えております。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 その黎明さんでやっていただいてる学童の入室何人か、わかりますか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 令和３年度では、９９名が入室され、令和４年度では、３月１日現在で

９３名の入室申し込みがあるというふうにお伺いをしております。 

○坂口委員長 木澤委員。 
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○木澤委員 一定、黎明さんのほうにも行かれたのかなというふうにも思います。今、コ

ロナということで減ってますけれど、アフターコロナを見据えると、やっぱりまた戻っ

てきはるやろなというふうに思いますので、こちらのほうもこれまでどおり人員配置等

整える中でよろしくお願いしておきたいのと、今、保育園の入園希望者がものすごい増

えている中で、この学童のほうもどうなっているのかなという心配がありますので、そ

こら辺のところも注意していただいて、今、定員的には問題なくいけてるのかなという

ふうに思いますけれども、運営のほうお願いしておきたいと思います。 

○坂口委員長 ほかよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、第３款 民生費に対する質疑を終結いたします。 

次に、第９款 教育費について、説明を求めます。 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 続きまして、第９款 教育費についてのご説明でございます。 

恐れ入りますが、予算書１５ページをお開きをいただきたいと思います。 

令和４年度の教育費の予算額は１０億５，１９９万６千円を計上しておりまして、前

年度と比較して２，００５万４千円、１．９％の減となっております。予算額が減とな

りました主な理由は町立図書館空調設備の改修の完了などによるものでございます。 

それでは、各項目により説明をさせていただきます。予算書の１２０ページをお願い

をいたします。第１項 教育総務費、第１目 教育委員会費であります。新年度予算額

は１４５万４千円を計上しております。教育委員会は、本町の教育、文化、スポーツの

振興を図るため、教育機関の設置、管理及び学校教育に関する指導、生涯学習、歴史文

化、スポーツの振興等に関する事項を所管しております。 

次に、予算書は１２０ページから１２３ページにかけまして、第２目 事務局費でご

ざいます。新年度予算額は９，２７９万３千円を計上しております。前年度と比較して

２１１万８千円、２．２％の減となっております。この費目においては、事務局職員の

人件費、学校教育指導主事、学校教育指導員、ＩＣＴ指導員、外国人英語指導助手及び

スクールカウンセラーの配置のほか、教職員の健康管理、小中連携教育の充実などに係

る費用を計上しております。予算額が減となった主な理由は、会計年度任用職員の人件

費等は増加したものの、正規職員の人件費等が減少したこと等によるものでございます。

新年度で取り組む主な事業につきましては、町立小中学校におけるＩＣＴ教育の充実を

図るため、令和４年度からＩＣＴ指導員を配置し、巡回派遣をしてまいります。また、

引き続き、各小学校への外国人英語指導助手の配置や学習支援事業により、小中学生の
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英語によるコミュニケーション能力の育成と幼少の頃から異文化に慣れ親しむ英会話活

動や、子どもたちの学習意欲及び学力の向上に努めるとともに、小中連携教育を推進し、

郷土の歴史文化を題材とした道徳教育、スクールカウンセラーの配置によるカウンセリ

ング機能の強化に取り組んでまいります。 

  次に、予算書１２３ページ、第３目 私立学校振興費であります。新年度予算額は７，

１４４万５千円を計上しており、前年度と比較して７３５万３千円、９．３％の減とな

っております。予算額が減となりました主な理由は、私立幼稚園保育料等無償化補助金

及び子ども子育て支援給食費補助金の対象見込園児数の減によるものであります。引き

続き、幼児教育並びに子育て支援の推進に努めてまいります。 

次に、第２項 小学校費についてであります。予算書１２３ページから１２６ページ

にかけて、第１目 学校管理費であります。新年度予算額は１億２，９４５万４千円を

計上しており、前年度と比較して７８６万４千円、６．５％の増となっております。こ

の費目においては、学校臨時講師及び栄養士の配置、用務員の配置、教職員の研修、学

校施設の整備改修、維持管理など、小学校の管理運営に必要となる費用を計上しており

ます。予算額が増となりました主な理由は、斑鳩西小学校の下水道接続工事の完了によ

る減や、校務支援システム使用料の減があったものの、次年度の学級編制に応じた学校

臨時講師等の配置見込みの変化による増、各小学校トイレの洋式化工事の実施、学校施

設の修繕に係る経費の増等によるものでございます。 

次に、１２６ページから１２７ページにかけまして、第２目 教育振興費であります。

新年度予算額は４，７９２万円を計上しており、前年度と比較して２４７万８千円、５．

５％の増となっております。この費目においては、学校教育の充実、就学援助、特別支

援教育の充実、特別活動の推進のほか、情報教育の推進などに係る費用を計上しており

ます。予算額が増となった主な理由は、難病により支援を要する児童の進級に伴い、教

室の対応に必要となる経費、就学援助についてオンライン学習に係る経費の追加等によ

るものでございます。引き続き、ＩＣＴ機器を活用した学習活動の充実により、ＯＡ機

器活用の実践力を養うなど、情報化社会に適応した人材の育成を図るとともに、感染症

対策や自然災害における学校臨時休業等、非常時における子どもたちの学びの継続に備

えてまいります。このほか、少人数教育につきましては、小学校第１学年及び第２学年

は１学級３０人を基準とし、第３学年から第６学年までは１学級３５人を基準とした学

級編制とするなど、国基準に先行する町独自の少人数学級編制とティーム・ティーチン

グや少人数による指導を継続してまいります。 
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次に、１２７ページから１２８ページにかけまして、第３目 保健体育費であります。

新年度予算額は６，８６８万１千円を計上しており、前年度と比較して１２６万９千円、

１．８％の減となっております。この費目においては、学校医等への報酬、給食備品の

購入や給食施設の維持管理、給食補助金の交付に係る費用を計上しております。予算額

が減となった主な理由は、次年度から３か年の給食調理・洗浄業務委託に係る入札の結

果による契約金額の減等によるものでございます。引き続き、児童の健康管理に努める

とともに、本町独自の学校給食補助金の交付を行い、子育て支援及び食育の推進に努め

てまいります。 

  次に、１２８ページ、第３項 中学校費であります。 

予算書は１２８ページから１３０ページにかけまして、第１目 学校管理費でありま

す。新年度予算額は６，９５２万円を計上しており、前年度と比較して８９０万５千円、

１１．４％の減となっております。この費目においては、学校臨時講師及び栄養士の配

置、用務員の配置、教職員の研修、学校施設の整備改修、維持管理など、中学校の管理

運営に必要となる費用を計上しております。予算額が減となった主な理由は、各中学校

トイレの洋式化工事の実施による増はあるものの、次年度の学級編制に応じた学校臨時

講師等の配置見込みの変化による減によるものでございます。 

次に、１３０ページから１３１ページにかけまして、第２目 教育振興費であります。

新年度予算額は４，０１３万４千円を計上しており、前年度と比較して６６９万円、１

４．３％の減となっております。この費目においては、学校教育の充実、就学援助、特

別支援教育の充実、特別活動の推進のほか、情報教育の推進などに係る費用を計上して

おります。予算額が減となった主な理由は、就学援助についてオンライン学習に係る経

費の追加による増があるものの、令和３年度に単年度事業として実施をいたしました、

中学校で使用する教科書の改訂に伴う教師用指導書の購入による減があったこと等によ

るものでございます。小学校同様、引き続きＩＣＴ機器を活用した学習活動の充実によ

り、ＯＡ機器活用の実践力を養うなど、情報化社会に適応した人材の育成を図るととも

に、感染症対策や自然災害における学校臨時休業等、非常時における子どもたちの学び

の継続に備えてまいります。また、すべての学年におきまして１学級３５人を基準とし

た学級編制とするなど、国基準に先行する町独自の少人数学級編制とティーム・ティー

チングや少人数による指導を継続してまいります。 

 次に、１３１ページから１３２ページにかけまして、第３目 保健体育費でございま

す。新年度予算額は３，９５９万円を計上しており、前年度と比較して２８万２千円、
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０．７％の増となっております。この費目においては、学校医等への報酬、給食備品の

購入や給食施設の維持管理、給食補助金の交付に係る費用を計上しております。予算額

が増となった主な理由は、令和３年度に斑鳩中学校の給食室の補修が完了したことによ

る減がございますものの、学校プールのろ過器の補修の実施による増等によるものでご

ざいます。引き続き、生徒の健康管理に努めるとともに、本町独自の学校給食補助金の

交付を行い、子育て支援及び食育の推進に努めてまいります。 

次に、１３２ページから１３４ページにかけまして、第４項 幼稚園費、第１目 幼

稚園費についてでございます。新年度予算額は１億３，００９万１千円を計上しており、

前年度と比較して２５７万１千円、１．９％の減となっております。この費目において

は、幼稚園教諭の人件費のほか、幼稚園施設の維持管理や園児の健康管理などの費用を

計上しております。予算額が減となった主な理由は、幼稚園園長の定年退職や幼稚園講

師の配置の状況などによるものでございます。新年度においても、引き続き、預かり保

育、特別支援教育担当の臨時講師を配置、町独自の給食補助金の交付等を行い、子育て

支援及び食育の推進等に努めてまいります。 

次に、１３５ページ、第５項 社会教育費についてであります。１３５ページから１

３７ページにかけまして、第１目 社会教育総務費であります。新年度予算額は、４，

８３１万３千円を計上しており、前年度と比較して１，２３９万７千円、３４．５％の

増となっております｡この費目においては、職員に係る人件費、青少年健全育成活動に

対する支援、学校・地域連携教育支援活動の推進が主なものでございます。予算が増と

なります主な理由は、職員に係る人件費の増と全国人権・同和教育研究大会 奈良大会

の開催に係る費用を計上していることによるものでございます。人権教育や家庭教育な

ど生涯学習事業の実施を通じ、本町の生涯学習の振興及び推進に努めてまいります。ま

た、町子ども会連絡協議会等の青少年の健全な育成を目的として活動をされている団体

に対し助成金を交付することにより、その活動を支援してまいります。また、令和４年

４月１日から成年年齢が１８歳に引き下げられますが、本町におきましては、引き続き、

当該年度に２０歳となる方を対象とし、名称を成人式から変更して開催をしてまいりま

す。さらに、子どもたちが地域社会の中で健やかに心豊かに育まれる環境づくりを推進

するとともに、学校と地域が連携して、地域の子どもを育むことを目的に、学校運営協

議会の設置をはじめとする学校・地域連携教育支援活動の推進に努めてまいります。 

続きまして、１３７ページから１３９ページにかけまして、第２目 公民館費であり

ます。新年度予算額は６，２５７万円を計上しており、前年度と比較して９４万３千円、
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１．５％の減となっております｡この費目においては、中央・東・西公民館の管理運営

に係る職員の人件費と維持管理費、防犯カメラの設置などの施設の充実や公民館教室の

開催などに係る費用が主なものでございます。次に、１３９ページ、第３目 文化祭費

であります。新年度予算額は１６０万５千円を計上しており、前年度予算額と比較して

２４万２千円、１７．８％の増となっております｡斑鳩の里文化芸術祭については、令

和４年度におきましても、いかるがホールでの開催を計画しているところでございます。 

次に、１３９ペーシから１４１ページにかけまして、 第４目 文化財保存費であり

ます。新年度予算額は４，９４１万２千円を計上しております。前年度と比較して１０

８万８千円、２．３％の増となっております｡この費目においては、町内に所在する遺

跡内における個人住宅等の建築工事や公共事業などに伴う発掘調査のほか、いかるがパ

ークウェイ建設などの開発に伴う発掘調査の費用を計上しております。また、史跡中宮

寺跡活用促進事業では、引き続きボランティア等の協力によりレンゲやコスモスを植栽

していただき、開花時期には多目的広場の一部を臨時駐車場として開放し、住民の皆様

をはじめ多くの方にご見学いただきやすいようにしてまいります。また、ゴールデンウ

ィーク期間中にはレンゲ畑の開放に合わせて、史跡中宮寺跡を会場とした文化財の啓発

を目的とした歴史散策や親子文化財探検ツアーなどのイベントを開催するとともに、町

民の方よりご寄付いただいたこいのぼりの掲揚を行うなど、多くの方に関心を持ってい

ただき、聖徳太子ゆかりの史跡地の活用を図ってまいります。 

続きまして、１４１ページから１４３ページにかけまして、第５目 図書館管理運営

費であります。新年度予算額は７，７２１万３千円を計上しております。前年度と比較

して１，５６７万８千円、１６．９％の減となっております｡この費目においては、職

員の人件費、図書館の維持管理、図書館サービスの充実、電子図書館サービスの充実、

そして蔵書の充実が主なものでございます。予算額が減額しておりますのは、空調設備

の更新工事が完了したことによるものでございます。図書館はいかるがホールとの複合

施設であり、図書館部分に係る維持管理費用を計上しております。また、図書館サービ

スの充実でありますが、図書館資料を整備し、利用者への資料提供、レファレンス、地

域に密着したサービスの提供に努めてまいりますとともに、小学生のなかから読書活動

のリーダーを育成するなど、子どもの読書活動を推進してまいります。また、電子図書

館サービスの充実として、電子書籍及び電子図書館サービス利用料を合わせ３５２万円

を計上し、さらなる電子図書館の普及に努めてまいります。 

次に、１４３ページから１４５ページにかけまして、第６目 文化財活用センター管



 - 61 - 

理運営費であります。新年度予算額は３，７１４万１千円で、前年度と比較して９５５

万４千円、２０．５％の減となっております。この費目においては、職員の人件費、施

設の運営及び維持管理、特別展の開催等が主なものとなっております。予算額が大幅に

減額しておりますのは、文化財活用センターのユニバーサルデザイン化事業が完了した

ことによるものでございます。 新年度におきましても、春季と秋季の２回、展示会の

開催を計画するとともに、それらに関連した歴史講演会の開催などを通して、住民の皆

様をはじめ多くの方々に文化財センターをご利用していただけるよう努めてまいります。 

次に、１４５ページ 第６項 保健体育費 についてであります。 

１４５ページから１４７ページにかけまして、第１目 保健体育総務費であります。

新年度予算額は１，５４２万６千円を計上しております。前年度と比較して１５０万４

千円、８．９％の減となっております｡この費目においては、職員の人件費、友好都市

スポーツ交流の推進や、各種団体等に対する支援が主な内容でございます。予算額が減

額しておりますのは、東京２０２０オリンピック聖火リレー事業が終了し、その費用が

不要となったためであります。いかるがの里・法隆寺マラソンに代わる新たなマラソン

大会を開催するため、令和４年度においては、コースの選定等を行うなど、令和５年度

の開催に向けて準備を進めてまいります。 

  次に、１４７ページ、第２目 健民運動場費であります。新年度予算額は２，６４４

万６千円を計上しており、前年度と比較して２，０８５万２千円、４７２．８％の大幅

な増となっております｡この費目は、主に維持管理に係る経費となっております。予算

額が大幅に増加しておりますのは、健民運動場の表層部において石や礫が目立つように

なってきたことから、今後も安全に使用していただけるよう健民運動場の表層土改良工

事を行う費用を計上したことによるものでございます。 

  次に、１４８ページ、第３目 町民プール運営費であります。新年度予算額は２７４

万１千円を計上しており、前年度と比較して５５８万７千円、６７．１％の減となって

おります｡予算額が大きく減少しておりますのは、新型コロナウイルス感染症の影響か

ら２年間運営休止により設備に不具合が生じ、このままでは運営が困難になってきたた

め、令和４年度は町民プールの運営を行わず、代替事業として各小学校のプールを利用

した移動町民プールを開設することとしたため、運営利用が減少したことによるもので

ございます。 

次に、１４８ページから１４９ページにかけまして、第４目 すこやか斑鳩・スポー

ツセンター運営費であります。新年度予算額は４，００４万７千円を計上しております。
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前年度と比較して３１０万１千円、７．２％の減となっております｡予算額が減額とな

った主な理由は、体育館の空調整備調査費用の減などによるものでございます。すこや

か斑鳩・スポーツセンターについて、スポーツ振興くじ助成を活用し、トレーニング機

器の更新を行うなど、住民の健康の増進、体力づくりの推進、スポーツ・レクリェーシ

ョン活動、そして町民相互の交流の場として利用いただくため、常に施設、設備の良好

な状態になるよう維持に努めてまいります。 

 以上、第９款 教育費についての説明でございます。よろしくご審議いただきますよ

う、お願いを申しあげます。 

○坂口委員長 説明が終わりましたので、第９款 教育費について質疑をお受けします。 

齋藤委員。 

○齋藤委員 １２５ページの１４節、工事請負費のところで小学校トイレ改修工事とあり

ますけれども、これで、どのくらいの割合でトイレ改修が終わったのか、ゴールはいつ

なのか教えてもらえませんでしょうか。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 令和４年度に、小学校につきましては３６基の和式トイレの洋式化

を図っていく予定でございます。これによりまして約８０％の洋式化を完了することと

なりますので、当初の目標とする基準まで洋式化を達成するという状況でございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 中学校も一緒ですか。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 中学校につきましても、次年度２４基の改修を予定してございまし

て、同じ考え方でございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ありがとうございます。次に、予算の概要の７３ページの一番下のところに、

学校運営協議会制度（コミュニティスクール）の導入ということでありますけれども、

これは新しい制度かと思いますけれども、これはどのような目的でされるのか教えても

らえませんでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 コミュニティスクールの導入の目的等についてでございます。現在、町

立幼稚園、小学校、中学校には、それぞれ学校評議員が委嘱をされております。学校評

議員は、基本的に校長が、必要に応じて学校運営に関して保護者や地域の方から意見を
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聞くというのが目的でございます。一方、学校運営協議会と申しますのは、保護者や地

域の方々が学校運営に参画することで、子どもたちの健全育成や学校運営の改善にとり

くんでいくことを目的とされております。学校評議員との大きな違いは、この学校運営

協議会には、合議体として一定の権限と責任が与えられているというところにございま

す。基本的なこの学校運営協議会の役割につきましては、校長が作成する学校運営の基

本方針を承認すること、学校運営について教育委員会や校長に意見を述べること、また、

これはあらかじめ規則で定める必要がございますが、教職員の任用について教育委員会

に意見を述べることができるという組織でございまして、その学校運営協議会を導入し

ている学校のことをコミュニティスクールというふうに呼ばれておりますので、斑鳩町

においても、この学校運営協議会を導入して、コミュニティスクールを増やしていこう

というのがこのとりくみの目的でございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 これは小学校地区でやるのか、例えば中学校も同じようにやるのか、幼稚園

も同じようにやるのか、その辺のところはどのような形でしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 現在、各園・校に学校評議員が置いてございますので、それと同じよう

に１校、１園にひとつずつ、将来的には学校運営協議会を設置していこうということで、

令和４年度におきましては、小学校１校、中学校１校、モデル校をまず設置をしようと

いうふうに考えているところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 それが軌道に乗ってきたら各小学校、中学校、幼稚園、保育園まで進んでい

って、あと、今現在のその評議員というのは、もう要らなくなってしまうというような

形なんでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 将来的には、学校評議員というのが学校運営協議会に代わるというふう

にご理解いただいたらいいと思います。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 先ほど聞きました保育園、幼稚園まで全部ひとつずつつくっていく。例えば

幼稚園といったらあれですもんね、もうばらばら、私立もあれば公立もあれば、ばらば

らになりますけれども、その辺まで考えておられるんでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 
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○栗本教育次長 まず、保育園は別です。教育機関の中で設置をします。将来的には、公

立の幼稚園、公立の小学校、公立の中学校にひとつずつ学校運営協議会を設置して、そ

れの連絡協議会というのを町でひとつ立ち上げることも視野に入れているところです。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 わかりました。次に、１３６ページ、２０歳のつどいについては成人式の代

わりに名前を変えたというような形の説明ありましたけれども、それはもう単純に名前

を変えたということで理解してよろしいんでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 これはですね、平成３０年６月に民法が改正されることが決まりまして、

本年の４月から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられます。本町では、これまで

どおり２０歳の方を成人式の対象者とすることを決めております。そうした場合、成人

式という名称で行事を行いますと、対象が１８歳なのか２０歳なのかわかりにくという

ことなんで、名称を改めて開催するということでご理解いただきたいと思います。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 内容は同じような内容で、特別に２０歳のつどいになったから内容を変える

とか、そういうのではないというふうに理解してよろしいでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 式典の基本的な内容は変わりませんが、今回名称も変わることもござい

まして、たくさん参加をしていただけるような仕掛けは検討しているところです。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ありがとうございました。次に、１３８ページの１４節、工事請負費で、公

民館のエアコンとかいう工事ありますけれども、公民館にぜひ無線ＬＡＮをつけていた

だきたいなというふうに、保育園にも無線ＬＡＮつけてるし、少しずつ無線ＬＡＮのど

こからつけていくかというの全体的に考えるというのは、前回の委員会やったか、決算

委員会やったか話ありましたですけれども、その辺のところもスケジュール感をもって、

いつくらいまでにこうしたい、こうしてというようなことの計画というのをぜひ示して

いただきたいんですけれども、いかがでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 昨年の１２月議会におきまして、一般質問もございました。公民館等に

Ｗｉ-Ｆｉ環境が整備されれば、スマホやタブレット等を使って勉強や調べものができ

るという、環境が向上する。また、災害時や避難されてきた方の情報の入手や発信に非
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常に有効であるなど、利便性は高まるといった利点は確認をしております。しかし一方

では、整備にかかる費用であるとか、整備後の通信費や保守など、ランニングコストが

必要になるなどの課題、問題も多くございますので、こうした導入にあたっては、様々

な導入手法やイニシャルコスト、ランニングコスト等の課題、問題も十分精査する必要

があると考えていますので、今後、先進例など調査研究をしながら、導入の方向性につ

いて検討してまいりたいというふうに考えております。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 わかりました。ぜひ検討いただいて設置お願いしたいと思います。 

  １４１ページの２４節、積立金の斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基金積立金とあり

ますけれども、令和３年度も１，２００万円、令和４年度も１，２００万円ということ

で、まず残高はどのくらいたまっているのか教えてもらえませんでしょうか。 

○坂口委員長 福居政策財政課長。 

○福居政策財政課長 斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基金につきましては、令和４年の

３月末見込みで約６，３００万円を見込んでいるところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ありがとうございます。この６，３００万円、これからも積立金あるかわか

りませんけれども、最終的にはというか、どのような目的、どのようなものに使おうと

しているのか、まだ考えてないのか、その辺のところ教えてもらえませんでしょうか。 

○坂口委員長 福居政策財政課長。 

○福居政策財政課長 この基金につきましては、設置条例がございまして、その設置目的

が歴史文化遺産を守り、次の世代に引き継ぐとともに、その調査保存及び活用を図るた

めとしております。また、この基金につきましては、基金実施等の運用益を財源として

活用する果実運用型の基金となっております。このことから、この基金につきましては、

この基金利子を文化財の維持管理のための事業に財源として永続的に活用してまいりた

いと考えているところでございます。また、ご質問の基金の取崩しにつきましては、果

実運用型基金であるとの性格を踏まえまして、取崩し先の事業の将来的な効果の持続性

など十分に検討した上で、安易に基金を取り崩すことがないよう、慎重に判断する必要

があるものと考えているところでございます。以上です。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 この基金の財源というのは寄附ですか。 

○坂口委員長 福居政策財政課長。 
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○福居政策財政課長 こちらの１，２００万円の積立金の財源としましては、今年度予算

にも計上しております寄附金の教育費寄附金１，２００万円となっております。ふるさ

と納税の寄附でございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 わかりました。ぜひ、積み立てていってもあれですので、何か有効なもので

使えたらいいなというふうに思います。 

  １４６ページの１８節、いかるがの里・法隆寺マラソン実行委員会補助金とあります

けれども、今までのいかるがマラソンは５０回で終わって、新しくされるということで

すけれども、どのようなことで変更しようとしたのか、また新しくどのように変えよう

としているのか、その辺のところ教えてもらえませんでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 これまでのマラソン大会につきましては、パークウェイを走行するコー

スになってございましたけれども、法隆寺線とパークウェイの三室交差点が供用開始を

されるようになりまして以後、急速に交通量が増加をし、これ以上、これまでのルート

で大会を開催することによりまして、参加者にとりましても、道路を通行される住民の

方にとりましても、安全安心が確保できないという判断になりまして、第５０回大会を

ひとつの区切りとしたところでございます。残念ながら第５０回大会、コロナ禍の影響

で中止となったところでございます。協力をいただいております西和警察署からも、今

後マラソン大会を開催する場合には、国道２５号より北側でコースを設定するようにと

いう指示を受けております。令和４年度におきましては、そのあたり体育イベントの専

門の業者が存在いたしますので、その業者に委託をいたしまして、国道２５号より北側

で、どのようなマラソンのコースがとれるのかというのを委託をさせていただこうとい

うふうに考えております。そのコースが走行可能、提示いただいたコースがマラソン大

会としてふさわしい、できるという町が判断しましたら、令和５年度以降でマラソン大

会新たな装いで開催をしようというふうに現在計画をしております。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ２５号線、今、中央公民館の下くぐってコースになってますけれども、それ

でバイパスに通らないコースで、南側にもう行かないということの理解でよろしいんで

しょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 国道２５号より南側でいきますと、やはり生活道路等々が密集をしてお
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りますので、かなりの渋滞が各箇所で起きていたという実態もございますので、比較的

交通量の少ない国道２５号より北側で設定するようにという指示を受けております。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ということは、何キロコースなのか分かりませんけれども、同じコースを何

回か周回するということなのか、その辺のところは。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 現在、マラソン大会、今までのマラソン大会はハーフコースと１０キロ

コースの２種類をやっておりましたけれども、それも一旦白紙に戻して、どういったコ

ースがとれるのかというのを専門の業者に委託をしようということになってますので、

周回コースになるのかどうかも全く今のところは白紙でございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 もうひとつ、令和５年度からということで、先ほど説明ありましたけれども、

令和４年度はマラソンをやらないということでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 マラソンコース、新たなマラソンコースを設定した後には、地元の了解

も必要となってまいりますので、そういった時間を考えますと、令和４年度は準備の期

間としたいというふうに考えているところでございます。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ということは、また新たに、５１回とかしないで、もう名称も変えて、第１

回というふうな形で進めるという意向でしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 おっしゃるとおりで、名称も全て変えるつもりでおります。 

○坂口委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 ありがとうございました。 

○坂口委員長 大森委員。 

○大森委員 予算の概要の７８ページの移動町民プールの開催についてお聞きしたいんで

すけれど、各小学校のプールを利用して、移動町民プールを開設し、水と親しむ機会を

提供するとあるんですけれども、今までの２年前、町民プールとかであれば、斑鳩町民

カードを持って、お金を払ってプールに入ってたと思うんですけれど、そういったとこ

ろってどう考えてはる、無料で開放するとか、そういうことを考えてはるんですか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 
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○栗本教育次長 移動町民プールについてでございます。具体的な移動町民プールの内容

としましては、現在授業で使用しております小学校のプールを夏休み期間中、毎日開放

するんじゃなくて、３校小学校ございますので、ローテーションでまわっていく。今日

は斑鳩小学校やったら、明日斑鳩東小学校とか、ローテーションでまわる計画をしてお

ります。現在の計画では、夏休み前半からお盆過ぎにかけて、各校７回ずつの予定を計

画をしております。基本的には、その学校に通われている児童を初年度については対象

とさせていただく予定にしております。どれだけの方が来られるかも予測が立ちません

ので、初年度については事前予約制をとらせていただいて、午前、午後。１日、午前、

午後の２回入替え制で最大７０人、これは学校のプールで授業で２クラスがプールを利

用しますと、もういっぱいになるよという学校からのアドバイスもございましたので、

初年度については７０人限度で、事前予約制で、当然無料で使っていただこうという計

画を現在しております。詳細につきましては、４月以降、各学校を通じて児童の皆さん

にお知らせをしたいなというふうに考えているところです。 

○坂口委員長 大森委員。 

○大森委員 ありがとうございます。ということは、小学生限定で使わせるみたいな形で

思っていいんですね、大丈夫ですね。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 学校のプールですので、幼児の方、なんぼ保護者同伴でもちょっと危険

が伴いますので、今回につきましては、初年度は小学生対象と考えております。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 先ほど質問があったと思うんですけれども、１２５ページの１４節、小学校

トイレ改修工事と中学校も併せて聞きたいんですけれども、３か年計画で８０％にする

と言ってたものを前倒しにして、そのコロナ交付金で令和４年度に終わらせてしまうと

いうことの理解でよろしいでしょうか。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 さようでございます。当初の計画を前倒しして、交付金等有利な財

源を活用して実施することでございます。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 和式を洋式にしていただいて、その今、洋式のトイレの下に敷いてもらって

いるクロスみたいなのあると思うんですけれど、ちょっと一般質問でも要望させてもら

ったんですけれど、それ以外に、例えば湿式でお掃除してたやつを乾式にしていただけ
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ないかというようなお願いもしてたんですけれども、そういったものに関しては、これ

の中に含まれていないということでよろしいんでしょうか。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 次年度実施していく工事の中で、一部のトイレにモデルの事例を整

備をしようと考えてございます、湿式から乾式化について、モデルのケースを一部整備

をして、その上でメンテナンスにかかる課題であったりコストであったり、このあたり

の検証をしながら、以降の対応について検討してまいりたいというところでございます。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 ありがとうございます。ということは、令和５年度以降で、また検討いただ

けるということでお願いをしておきます。あと学校のことで聞きたいことがあるんです

けれども、コロナでかかった子どもたちが、療養期間が終わって登校してもよいかどう

かということですけれども、今、やっぱり保健所がなかなか連絡をくれないという状況

の中で、学校に今、もうそろそろ学校行っていいですかと、療養期間も終わって元気や

からということで問い合わせがあったときに、学校としては、どのように対応されてる

のかというのをお伺いしたいんですけれども。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 基本的には、保健所の指示、見解を仰いでいただくというようなと

ころをご案内差し上げているところでございます。しかしながら、保健所から連絡が遅

くなっているというような現状を受けまして、まず陽性判定を受けた段階では、医療機

関等にかかっておられるというのが多くございますので、このあたりのドクターにご相

談をいただきながら、保健所に取り次ぐ方法があるのかないのか、このあたりを探って

いただくようにご案内を差し上げているところでございます。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 ありがとうございます。コロナにかかった子でも既往症、過去にちょっと大

きな病気をしてそうな既往症が書いてあったら、わりと保健所からすぐに連絡が来るみ

たいですけれど、そういうのがなかった場合、なかなか連絡が来ないという現状がある

ようで、元気やねんけど学校に行けないみたいな状況になっているということもあるみ

たいで、中学校に問い合わせたら、中学校では、じゃあもう来てくださいよ、小学校で

はやっぱりそういう保健所からなかったらだめですよみたいな、そういう対応で、ちょ

っと斑鳩町内でも何かばらばらの対応になってないかなということを心配しておりまし

て、そこら辺は、ちょっと斑鳩町内で統一していただくのと、そういう今おっしゃって
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いただいたような、医療機関にも相談してくださいというようなご案内もしていただけ

たらなというふうに思います。いかがでしょうか。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 基本的に、取り扱いが異なるというようなことはないように現在し

ているところでございます。しかしながら、連絡がない状態でですね、学校でも先ほど

既往症のお話もございましたように、学校で療養期間を判定することは、まずもって不

可能なことでございますので、このあたりは専門家のご指示を仰いでいただく、これは

徹底していく必要があるのかなというふうに考えております。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 ありがとうございます。お願いします。 

  あと、予算書の１４８ページのすこやか斑鳩・スポーツセンター運営費のところでで

すけれど、今までも、テニスコートとその隣の西側にあるグラウンドというのが、施設

の構造的にもそこで利用している人がいくらルールを守って遊んでいても、ボールが外

へ飛び出やすいという状況にあったんですけれども、令和３年に今でき得るフェンスを

上げるという対策をしていただいたんです。それは本当にありがたくて、住民さんも喜

んでらっしゃるんですけれども、そのテニスコートの東側と、あとグラウンドの西側の

フェンスにはまだちょっと対策がないんですけれども、令和４年度で、引き続き対策を

していただけないかお願いしたいんですけれども、そのあたりはいかがでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 継続してとりくんでいる事業でございます。令和４年度の予算執行を見

る中で、できる範囲で改善して、安全に利用していただけるように努めてまいりたいと

考えております。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 ありがとうございます。特に、駐輪場から出てテニスコートの東側の道のと

ころですと、バイクとか通ってはるんですけれど、そこにボールが出ていったときに、

それに驚いて例えば転倒されて、最悪そこに歩いてる人巻き込んで事故になったみたい

なことになると、非常に危ないなということも最悪の事態で考えられるので、例えばそ

のフェンスが上がるまでは、例えばそこの利用されてるところを、そんなに長い通路じ

ゃないので、例えば自転車を押していただくとか、バイクも押していただくとか、そち

らのほうの安全確保というのも何かお願いできないでしょうか。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 
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○栗本教育次長 自転車、バイクは押して通行してくださいという立て看板を立てさせて

いただきたいと思います。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 ありがとうございます。それはちょっとお願いしておきたいと思います。 

あと、登録クラブの登録について、毎年、次年度の登録クラブを登録するのに名簿を

出さないといけないんですけれども、そのときに記載しないといけない情報の中に、男

か女かということを書かないといけない。また、生年月日を書かないといけないという

ことがあるんですけれども、それは何か必要な情報なんですかね。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 申し訳ございません。ちょっと精査して、不必要であれば削除させてい

ただきます。また、あるようでしたらこういう理由で必要なんですというのは、後刻ご

報告をさせていただきます。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 ありがとうございます。ちょっと時代的に、その男か女かということを書く

ことが必要なのかなという疑問もあるので、そこを考えていただきたいなと思うのと、

やっぱり今、小学生対象のスポーツクラブの活動というのが中止になってると思うんで

すけれども、本当にいろいろな考えで、なかなかやることが難しいというような状態に

なってると思うんですけれど、今、３月２５日まで一律禁止という形になってるんです

けれども、その３月で１年の集大成ということで、大会とか発表会とかがたくさんある

ということで、１回１か月じゃなくて、１回２週間ぐらいで何とか見直してくれないか

なというお声もあるんです。ただ、もう２週間たってるので何とも言えないですけれど

も、例えば３週間目で見直すとかっていうふうにはならないもんなんですかね。 

○坂口委員長 栗本教育次長。 

○栗本教育次長 申し訳ございません。本日も学級閉鎖等々が発生しているような状況で

す。依然として、小学生の感染が減らないという状況の中で、一旦小学生のスポーツク

ラブの活動休止を解除するというのは、なかなか判断がしにくいところでございますの

で、ご理解をいただきたいと思います。 

○坂口委員長 溝部委員。 

○溝部委員 状況を考えると仕方がないかなと思ったんですけれども、当初、最初１か月

ということやったんで途中で検討していただけないかなという声があったんですけれど

も、今の状況ということで理解をさせていただきました。ありがとうございます。 
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○坂口委員長 ほか、よろしいですか。 

  木澤委員。 

○木澤委員 幼稚園費のところで、預かり保育の状況についてお尋ねしたいんです。令和

３年度から始めていただいて、実際に利用されている方がどれぐらいあるのかなという

のと、これに対する町としての評価についても併せてお尋ねしたいと思います。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 昨年、４月開始から２月末までの実績でお答えをさせていただきま

すと、斑鳩幼稚園では延べ１，０８９人、１日当たり５．４人、西幼稚園で８７７人、

１日当たり４．２人、東幼稚園で１，２４２人、１日当たり５．９人で利用の実績がご

ざいます。これは平均にならした数字でございますけれども、それぞれ最多の実施事例

ということでお答えをいたしますと、斑鳩幼稚園では１８人、これは全体の２７．３％

でございます。西幼稚園では１日当たり１０人が最大で、これは全体の４１．６％でご

ざいます。東幼稚園はちょっと幅がございまして、１１人から１７人とやや幅がござい

ますけれども、最大で２６．１％という実績がございます。この最大の利用日というの

は、長期の休業に実施があったというような、特化されたような状況ではなく、毎月の

実績の中で生じている実績として上がっている数字でございます。したがいまして、平

均から考えますと、毎日ではないものではございますけれども、定期的なご利用がある

のかなというふうに見込んでございます。この定期的な利用ということは、保護者の就

労のための利用であったり、また子どもや保護者同士の交流のための利用といったこと

も想定されるものでございますので、子育て支援として非常に有効に活用されているの

ではないかというふうに考えているところでございます。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 もともと子ども・子育て支援計画をつくる前のアンケートで、幼稚園の利用

もやっぱりニーズがあるということで充実をしていただいた制度で、もっと幼稚園の入

園希望者が増えるかなと思ったけど、それはまた別の問題なのかなと。延長保育、預か

り保育をしたことでそっちに行くかなと思ったけれども、そこはなかったんですが、今

聞かせていただいて、利用はされてるなと思いますので、これはこれで引き続きやっぱ

り充実していっていただきたいなというふうに思います。その利用されている方から、

例えばもうちょっと時間を長くしてほしいとか、そういうご要望はないんですかね。 

○坂口委員長 松岡教委総務課長。 

○松岡教委総務課長 声として皆無ではございませんけれども、それを強く今お求めをい
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ただいているという状況にはございません。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 何年かやっていかないと、なかなか見えてこない部分もあると思いますので、

引き続きしていただいて、やっぱり幼稚園の運営についても、より充実していっていた

だけるようでしたらお願いをしておきたいと思います。 

  それと町民プールですけれども、移動町民プールの内容についてはわかりましたけれ

ども、なんのタイミングやったかちょっと忘れましたけれど、教育長、その水遊びがで

きる場をつくっていきたいと、どこかでおっしゃってたと思うんですけれども、それは

どういう内容で考えてるんでしょうか。 

○坂口委員長 山本教育長。 

○山本教育長 今、委員お述べになった水遊びの場所なんですが、次長が回答させてもら

ったかなと思うんですけれども、今の西のプールを今後どうするかということにも関係

してくるんですが、これについては私のほうから今述べる状況にはありませんので、た

だ、形が変わるとしたら、そこでそれに代替するものができないのか、今回は各小学校

で初年度ですので、小学校に限っての開放プールをして、移動プールをしていくと。未

就学児のお子さん方はどうするのかとなったときには、各幼稚園のプールを使えるなと

思っております。ただ、これは、こちらが今計画を立ててない段階の話ですので、今年

の小学校の様子を見て、回数を増やすかどうかも含めて、それからこれは少し話が違う

かわからないですけれども、小学校の教員の指導の中で各授業の中でプール開放します、

プール授業します。そこで一番危険なのは何かといいますと、授業の中で５分、一番最

後に自由に遊ばせるときです。ここのときの事故が一番多いんです。日本全国的に見て。

いわゆるプールの中で子どもたちが、制限の話もさせてもらいましたけれども、そこに

たくさんのお子さんが入ったときに、これほど危ないものはないんです。ですから、そ

れも含めて今年は検証もさせていただいて、じゃあ中学生どうするの、それから今まだ

未就学児のお子さんには、幼稚園を開放したときに安全性をどう担保していくのか、こ

れも今年１年間かけて検証しながら考えていきたいと、そういう意味での水遊びも含め

ての考えです。以上です。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら、次年度以降で様子を見ながら、幼稚園のプールも開放していって

未就学児の方にも対応していくと。中学生以上ですね、実際に町民プールどれぐらいの

方が、中学生以上で利用されていたのかわかりませんけれども、今なかなかコロナで町
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民プールもできなくて、また、しようと思ったら改修費がかなりかかるという状況の中

で、いろいろ試験的にやられるということですけれども、そのやっていただいた結果で

すね、その感想なり町民の皆さんの意向なりというのを、どういうふうに把握をされよ

うと思ってるんですか。 

○坂口委員長 山本教育長。 

○山本教育長 今、お述べの件ですが、この小学生対象、保護者、両方になるのか、いつ

になるのかちょっと難しいですけれども、小学校開放に向けての結果のアンケート、こ

れも当然していきたいと思ってます。安全性、これ学校の教師にも聞かないとあかん話

ですけれども、実際に指導員として入ってもらう方々への状況確認も併せながらですけ

れども、丁寧にしていきたいなと。いわゆる安全性が担保できない移動プールというの

はあり得ない話ですので、コロナ禍の中でどれほどの人数でということもあるわけです

けれども、総合的に安全安心を第一に考えながらやっていきたいと、その中に、先ほど

言いましたようにアンケートは組み入れていきたいと、そのように思います。 

○坂口委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。また、そしたらこの結果等については、担当常任委員会でご

報告いただきたいと思いますのでお願いしておきます。 

○坂口委員長 よろしいですか。ほか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 これをもって、第９款 教育費に対する質疑を終結します。 

以上で、教育委員会所管に係る予算についての審査を終わります。 

以上をもちまして、当委員会に付託されました各会計の予算の審査を終わります。 

審査結果についてのとりまとめのため、３時３０分まで休憩いたします。 

（ 午後３時１５分 休憩 ） 

（ 午後３時３０分 再開 ） 

○坂口委員長 再開します。 

それでは、これより、議案第９号から議案第１４号までの６議案につきまして、順に

採決してまいります。 

初めに、議案第９号 令和４年度斑鳩町一般会計予算について、お諮りします。 

本案については、当委員会として、原案どおり可決すべきものと決することにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○坂口委員長 異議なしと認めます。 

よって、議案第９号 令和４年度斑鳩町一般会計予算については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、議案第１０号 令和４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算についてお諮

りします。 

本案については、当委員会として、原案どおり可決すべきものと決することにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 異議なしと認めます。 

よって、議案第１０号 令和４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算については、

当委員会として、満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、議案第１１号 令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算についてお諮りし

ます。 

本案については、当委員会として、原案どおり可決すべきものと決することにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 異議なしと認めます。 

よって、議案第１１号 令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算については、当

委員会として、満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、議案第１２号 令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算については、討

論の申し出があります。よって、これより討論を行います。 

初めに、本案を可決することに反対の委員の意見を求めます。 

木澤委員。 

○木澤委員 それでは、議案第１２号 令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて、反対の立場から意見をのべさせていただきます。 

  令和４年度は保険料率の見直しが行われ、均等割では４８，１００円から５０，５０

０円へ、また、所得割では９．４１％から９．９３％へと引き上げとなります。広域連

合の会計の決算状況を見ると、令和元年度で２５億円の黒字、令和２年度では９８億円

の黒字、さらに令和３年度の決算見込みでは令和元年度と同程度となるということが示

され、黒字が続いている状況の下で、保険料率の引き上げは必要ないと考えます。 

さらに国のほうで７５歳以上の方の窓口負担を原則１割から２割へと引き上げられま
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した。また、この１０年間で公的年金が実質６．７％削減される一方で、負担ばかりが

増え、高齢者の皆さんの負担は限界となっています。 

以上の理由から、値上げとなる令和４年度の当会計予算については反対の立場である

ことを申しあげ、私の反対意見とさせていただきます。 

○坂口委員長 次に、本案を可決することに賛成の委員の意見を求めます。 

大森委員。 

○大森委員 議案第１２号 令和４年度 斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について、

賛成の立場から意見を述べさせていただきます。 

後期高齢者医療制度は、法令の規定により、県内のすべての市町村で構成された広域

連合が運営主体であり、県全体の医療に要する費用の推計をはじめ、保険料率にかかわ

る事項は、すべて広域連合において決定がなされるものであります。 

そうしたなか、本特別会計予算が昨年度に比べて増加していることについては、主に、

被保険者数の増加に加え、令和４年度、５年度の保険料率改定に伴うものとなっていま

す。この保険料の改定については、ひとりあたり医療費の増加及び国の高齢者の世代の

負担率の見直し等によるものですが、後期高齢者医療制度は、高齢者の自己負担に加え、

公費及び現役世代からの支援金により運営されており、高齢化が進展するなか、持続可

能な制度とするためにも、そうした見直しは必要なものと考えます。 

令和４年度の本町の特別会計予算については、そうして決められた保険料の総額や軽

減に必要な財源等について、適正に予算計上されているものであります。 

なお、広域連合においては、将来の医療給付の増加に伴う保険料負担も考慮しながら、

剰余金を活用し、保険料の上昇を抑制されており、一定、被保険者への配慮もなされて

いることを申し添えます。 

以上、私の賛成意見とさせていただきます。議員皆さまのご賛同、よろしくお願いし

ます。 

○坂口委員長 これをもって、討論を終結いたします。 

本案については、賛否両論であります。よって、これより採決を行います。 

本案を原案どおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○坂口委員長 賛成多数であります。 

よって、議案第１２号 令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算については、

当委員会として、賛成多数で可決すべきものと決しました。 
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次に、議案第１３号 令和４年度斑鳩町水道事業会計予算についてお諮りします。 

本案については、当委員会として、原案どおり可決すべきものと決することにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 異議なしと認めます。 

よって、議案第１３号 令和４年度斑鳩町水道事業会計予算については、当委員会と

して、満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、議案第１４号 令和４年度斑鳩町下水道事業会計予算についてお諮りします。 

本案については、当委員会として、原案どおり可決すべきものと決することにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 異議なしと認めます。 

よって、議案第１４号 令和４年度斑鳩町下水道事業会計予算については、当委員会

として、満場一致で可決すべきものと決しました。 

以上をもちまして、本会議から付託を受けました令和４年度の予算審査はすべて終了

いたしました。 

なお、当委員会の審査結果報告については正副委員長にご一任いただきたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂口委員長 異議なしと認めます。 

それでは、閉会にあたり、町長の挨拶をお受けします。 

中西町長。 

○中西町長 委員皆様には、昨日今日と２日間にわたり慎重に審議いただきましたこと、

厚く御礼申しあげます。議会にあげさせていただきました６議案につきまして可決いた

だきましたこと、お礼を申しあげまして、ご挨拶とさせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

○坂口委員長 皆さんには、２日間にわたり熱心に審査を賜り、誠にありがとうございま

した。 

これをもって、予算審査特別委員会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

（ 午後３時３６分 閉会 ） 


